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今週のキーワード

Q-Day前倒し
耐障害性QCとPQC導入が急務に

32
件

記事数

8
カ国

対象国

2028
年

Q-Day予測

10,000
Qubit

目標Qubit数

今週の全32記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 量子ネットワーク実証 技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ニューヨークでQunnectとCiscoがDI-QKD量子ネット
ワークを既存光ファイバーで実証。ハッキング不可能
なインターネットへ一歩。

#02 IBM量子ロードマップ 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

IBMが2026年量子優位性、2029年耐障害性量子コン
ピューティングのロードマップを推進。Qiskitエコシ
ステムで実用化加速。

#03 エラー訂正閾値向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

SpinQと香港科技大学が連結量子ハミング符号でエラ
ー訂正閾値を1.56%から4.35%へ向上。大規模量子
コンピューター実現に貢献。

#04
DeepMind
AlphaQubit

技術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Google DeepMindのAI「AlphaQubit」が量子エラー
訂正のデコード精度を大幅向上。耐障害性量子コンピ
ューター実現を加速。

#05 実用量子優位性への道 業界レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

量子コンピューティングが理論から材料科学、生物医
学など現実応用へ移行し、実用的な量子優位性へ。G
QIが商業的優位性向上を指摘。

#06 Proton Mail PQC導入 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Proton Mailが将来の量子コンピューター脅威に備え
、耐量子暗号（PQC）を導入。新規メールのセキュリ
ティを強化。

#07 世界の量子市場動向 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

2026年、世界各国政府が量子技術に巨額投資。日本
は約70億ドルを計画・実行中。国家安全保障と経済成
長のフロンティア。

#08 米国量子法改正案 政策発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

米国政府が国家量子イニシアチブ法改正案を可決。プ
ログラム進捗評価と民間部門での量子技術開発促進を
目的とし、実用化を加速。

#09 分散型量子MLのEnt 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○

分散型量子機械学習において量子エンタングルメント
が分類精度を顕著に向上させることを実証。コヒーレ
ンス時間の制約を超える道筋。

#10 QuantWare資金調達 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

QuantWareが1.78億ドル調達し、10,000量子ビット
プロセッサ「VIO-40K™」と世界最大の量子製造施設
「KiloFab」を建設へ。

#11
Groove Quantum
QPU

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Groove Quantumが18量子ビット半導体スピンQPU
を発表し、1,600万ユーロ調達。100量子ビットへの
拡張と産業グレード製造へ。

#12 eleQtron資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

eleQtronがMAGICトラップドイオン量子コンピュー
ター拡張に向け5,700万ユーロ調達。生産能力とクラ
ウドアクセスを拡大し産業応用へ。
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#13 Quantum Motion資金 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

Quantum Motionがシリコンベース量子コンピュータ
ー開発で1.6億ドル調達。サーバーラック規模のシス
テムと商業展開を加速。

#14 Nvidia AI量子モデル 新製品
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

NvidiaがAI量子モデル「Ising」を発表。量子エラー
訂正のデコーディング速度を最大2.5倍、正確度を3倍
改善し、キャリブレーション時間を短縮。

#15 QuEra中性原子QEC 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

QuEra Computingが中性原子量子ハードウェアで量
子LDPCコードを実装し、論理エラー率10⁻¹³を達成。
オープンソースシミュレータ「Tsim」も公開。

#16 MIT-IBM共同ラボ 共同研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

MITとIBMがAIと量子コンピューティングの共同研究
ラボを開設。ハイブリッドコンピューティングシステ
ムに注力し、IBMの耐障害性QCロードマップを補完。

#17 韓国KIST×IBM連携 政策・企
業連携

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

韓国KISTがIBMと連携し、韓国量子スタートアップの
グローバル商業化を加速。DIPSプログラムを通じて技
術リソースと市場アクセスを提供。

#18
理研らタンパク質シミ
ュ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

IBM、クリーブランドクリニック、理化学研究所が量
子中心型スーパーコンピューティングで12,635原子
タンパク質をシミュレーション。創薬・材料科学を加
速。

#19 CQT×Qubit創薬提携 共同研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

シンガポールCQTとQubit Pharmaceuticalsが量子創
薬研究で提携。Quantinuumのトラップドイオンシス
テムでqMCMCを実験的に実現。

#20
BMW×Quantinuum提
携

共同研究
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

BMWとQuantinuumが量子コンピューティング提携
を深化。燃料電池、バッテリー、軽量材料など先進材
料研究にQuantinuumの次世代ハードウェアを活用。

#21 イリノイ大量子助成金 研究助成
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

イリノイ大学がDPIから初の量子研究助成金を受領。
エネルギー分野の量子アルゴリズムベンチマーク開発
を推進し、バイオ燃料最適化などに貢献。

#22 DESY量子AI新手法 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○

DESYの研究者が量子畳み込みニューラルネットワー
ク（QCNN）で粒子散乱の絡み合いを定量化。古典CN
Nと同等以上の精度と効率を達成。

#23
CSIRO量子MLでAI強
化

技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

CSIROが量子機械学習（Quantum ML）でAIシステ
ムのセキュリティと信頼性を強化。敵対的データ操作
に対し高い堅牢性を実証。

#24 Terra Quantum QKD 技術実証
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Terra Quantumがマルタのライブ光ファイバーネッ
トワークに量子鍵配送（QKD）リンクを展開。量子セ
キュリティを運用環境へ移行。

#25
IonQ業績とロードマッ
プ

企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

IonQが記録的業績を発表し、256量子ビットシステム
販売と耐障害性量子コンピューティングの設計図を公
開。Q-Day予測を2028-2029年に前倒し。

#26 台湾量子PCチップ化 政策・技
術戦略

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

台湾経済部が「量子産業技術推進オフィス」を設立し
、量子コンピューターの「チップ化」を本格推進。低
温チップとシステム統合で小型化と効率向上を目指す
。

#27 創薬分野の量子応用 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

創薬分野における量子コンピューティングの応用可能
性と実用化課題を解説。ドラッグデザインや分子ドッ
キングシミュレーションへの活用、中外製薬の取り組
みを紹介。

#28 GS量子開発一時停止 市場危機
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ゴールドマン・サックスが量子コンピューティングソ
リューション開発を一時停止。実用的な金融応用には
800万論理キュービットが必要だが、現状100個未満
と判明。

#29 Cisco量子スイッチ 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Ciscoが「Universal Quantum Switch」を発表。量
子情報を損なわず全符号化方式に対応し、既存光ファ
イバー上で室温ルーティング可能。
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新規性
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距離
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インパクト

データ
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関連度 一行サマリ

#30
韓国ステーブルコイン
PQC

技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

韓国iMバンクがウォン連動型ステーブルコイン実証実
験にBTQの耐量子セキュリティ「QSSN」を導入。ハ
イブリッド二重署名構造で将来の量子脅威に備える。

#31 日本光量子PF開発 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

●

慶應義塾大学らが100入力フルスタックアナログ光量
子コンピューティングプラットフォームを開発。高ス
ループット、クラウドアクセス、オープンソースSDK
を統合。

#32 日本次世代通信分析 市場概観
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

IEK産業情報網が日本の次世代通信トレンドを分析。I
OWN全光ネットワークや光量子暗号通信が商業運用
段階へ移行し、電力需要増大に対応。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ Q-Day予測前倒し！あなたの会社の情報資産は大丈夫か？
IonQやIBMのロードマップでは、量子コンピューターによる既存暗号解読（Q-Day）が2028〜2029年に現実化する可能
性が示唆されています。これはNISTの予測よりも数年早く、既存の公開鍵暗号に依存する機密情報が将来的に危険に晒さ
れることを意味します。自社の長期保存データや通信経路のセキュリティ対策は、この新たなタイムラインに対応できて
いるでしょうか？

❷ 量子化学シミュレーションは、自社の材料・創薬設計を変革するか？
IBMと理化学研究所が1万原子超のタンパク質シミュレーションに成功し、BMWもQuantinuumと提携してバッテリー材
料開発を加速しています。これは、量子コンピューティングが創薬や新材料開発のブレークスルーを現実のものとしつつ
あることを示唆します。貴社のR&D;部門は、この技術を新製品開発やコスト削減にどう活用する計画でしょうか？導入遅
れは競争力低下に直結する可能性があります。

❸ 量子コンピューターの「チップ化」競争に、日本はどこで勝機を見出すか？
台湾が半導体技術を活かした量子コンピューターの「チップ化」を国家戦略として推進し、QuantWareやQuantum Moti
onも大規模な資金調達でQPUの量産化を目指しています。量子コンピューターの小型化とコスト削減は普及の鍵です。日
本の半導体・材料メーカーは、このハードウェア競争の激化に対し、どのような戦略で臨むべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

Q-Day前倒し材料・創薬

AI×QEC QPU量産化

量子ネット

PQC導入実用化課題

日本発Q技術

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● Q-Day前倒し 注意 PQC市場拡大、新サービス 既存暗号の陳腐化

● 材料・創薬 機会大 開発期間短縮、新材料 導入遅れで競争力低下

● AI×QEC 機会大 量子計算の安定性向上 AI技術のキャッチアップ

● QPU量産化 注意 量子PCの普及加速 ハードウェア競争激化

● 量子ネット 注意 セキュア通信確立 インフラ投資負担増大
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● PQC導入 脅威大 既存システム保護 移行コスト、対応遅れ

● 実用化課題 参考 現実的な戦略立案 過度な期待による投資

● 日本発Q技術 機会大 国際競争力強化 —
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深掘り ① ― 理研らが1.2万原子タンパク質を量子シミュレーション
#18 | 2026/05/05 | IBM Quantum Blog | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

IBM、クリーブランドクリニック、理化学研究所の共同チームが、量子中心型スーパーコンピューティング（QCSC）
を用いて、12,635原子からなるタンパク質-リガンド複合体の電子構造シミュレーションに成功しました。これは、こ
れまで量子技術で達成された中で最大規模の化学計算であり、特に水溶液中という現実的な環境でのモデリングが重要
です。

この成果は、以前の同様の取り組みと比較して、システムサイズが40倍、ワークフローの精度が210倍という飛躍的な
向上を達成。IBM Quantum Heron r2プロセッサの94量子ビットを活用し、古典HPCと量子コンピューティングを統
合するハイブリッドアプローチの有効性を示しました。創薬や新素材開発のブレークスルーを加速する可能性を秘めて
います。

▶ 技術者の視点

この成果は、量子コンピューティングが理論的な可能性から、具体的な産業応用へと移行しつつあるこ
とを明確に示しています。特に、理化学研究所が共同研究に名を連ねている点は、日本がこの最先端分
野で世界をリードする可能性を示唆しており、【機会】は極めて大きいと言えます。ただし、94量子ビ
ットのHeronプロセッサで1.2万原子をシミュレーションできたのは、QCSCフレームワークによる古典
計算とのハイブリッド化と、計算対象を電子構造に限定した巧みなアルゴリズム設計の賜物であり、汎
用的な耐障害性量子コンピューターが不要になったわけではありません。実用化に向けた未解決課題と
しては、さらに複雑な分子ダイナミクスや反応経路のシミュレーション、そしてより大規模なシステム
へのスケーリングが挙げられます。日本企業は、この分野での【機会】を捉えるため、理研のような研
究機関との連携を強化し、自社の材料・創薬R&D;に量子化学計算を組み込むロードマップを早急に策定
しないと、【脅威】として国際競争に遅れを取る可能性があります。

深掘り ② ― Nvidia、AI量子モデル「Ising」でエラー訂正を大幅高速化
#14 | 2026/05/05 | Campus Technology | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●○○

NvidiaがオープンソースAIモデル「Ising」を発表。量子コンピューティングの主要なボトルネックであるエラー訂正の
デコーディング速度を最大2.5倍、正確度を3倍改善するとともに、量子コンピューターのキャリブレーション時間を数
日から数時間に短縮します。これは、実用的な耐障害性量子コンピューティング実現に向けた重要な進展です。

Isingは、表面符号などの量子エラー訂正コードから生成されるエラーシンドロームを解析し、最適な修正策を高速かつ
高精度でデコードするために設計されました。Nvidiaの強力なGPUを活用したハイブリッド量子-AIアプローチは、AI
が量子システムの「コントロールプレーン」として機能し、現在のノイズの多い量子コンピューターの課題を軽減する
可能性を示しています。
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▶ 技術者の視点

AIが量子エラー訂正のボトルネックを解決する動きは、耐障害性量子コンピューティング実現のタイム
ラインを大きく前倒しする【機会】となり得ます。Nvidiaが示す「速度2.5倍、精度3倍」という数値は
非常にインパクトが大きく、特にキャリブレーション時間の劇的な短縮は、量子コンピューターの運用
効率を飛躍的に向上させるでしょう。ただし、具体的なベンチマーク条件や、表面符号以外のQECコー
ドへの適用性については、さらなる詳細な検証が必要です。この技術は、量子ハードウェアの性能向上
だけでなく、ソフトウェアとAIの融合が量子コンピューティングの進化を牽引する新たな方向性を示し
ています。日本のR&D;部門は、AIと量子技術の融合トレンドを深く理解し、自社の量子アルゴリズム
開発やハードウェア制御にAIを積極的に導入する戦略を立てないと、【脅威】として国際的な技術競争
に遅れを取る可能性があります。
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深掘り ③ ― IonQ、記録的業績と耐障害性QCロードマップ、Q-Day予測前倒し
#25 | 2026/05/06 | IonQ | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

量子コンピューティング企業のIonQは、2026年第1四半期にGAAP売上高6,470万ドルを記録し、前年比755%増とい
う好調な業績を発表しました。同社は256量子ビットシステムの初の販売を確保し、世界で初めて耐障害性量子コンピ
ューティングのための完全なアーキテクチャ設計図を公開しました。

さらに、IonQは決算説明会で、NISTの目標よりも早く、2028年から2029年までに量子コンピューターによる暗号解
読が可能となる「Q-Day」の要件を満たすと期待している旨を言及。これは、耐量子暗号への移行の緊急性が高まって
いることを示唆しており、量子コンピューティング市場の急速な成長と実用化への期待を大きく高めるものです。

▶ 技術者の視点

IonQの記録的な業績と耐障害性量子コンピューティングへの明確なロードマップは、イオントラップ方
式の技術的成熟と商業化の加速を示すものです。特に、Q-Day予測の前倒しは、日本の企業や政府機関
にとって【脅威】であり、【即時】の対応が求められます。既存の暗号資産の保護、PQCへの移行計画
の策定は待ったなしです。一方で、256量子ビットシステムの販売やアーキテクチャ設計図の公開は、
量子コンピューティングの具体的な導入を検討する企業にとって【機会】となります。ただし、IonQの
Q-Day予測は自社の技術進展に基づくものであり、業界全体のコンセンサスとは異なる可能性も考慮に
入れるべきです。日本の材料・部品メーカーは、IonQのようなハードウェアベンダーの動向を注視し、
量子コンピューターの冷却技術、制御エレクトロニクス、パッケージング材料など、サプライチェーン
における自社の【機会】を特定し、連携を模索すべきです。

その他の注目記事
IBM、量子コンピューティングのロードマップと実用化戦略を推進 (IBM Research)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

IBMの明確なロードマップは、量子コンピューティングの産業化フェーズへの移行を示唆。日本企業もこのロードマッ
プを参考に自社戦略を構築すべき。

Proton Mail、将来の量子脅威に備え耐量子暗号を導入 (Proton Mail)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

プライバシー重視のサービスがPQCを導入したことは、量子脅威が現実的になった証拠。日本の金融・政府機関もPQC
移行を急ぐべき。

QuantWareが1億7,800万ドルを調達し、10,000量子ビットプロセッサの産業規模生産へ (Intel Capital)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

1万量子ビットプロセッサの産業規模生産は、量子ハードウェアのボトルネック解消に貢献。日本の材料・部品メーカ
ーはサプライチェーンへの参入機会を探るべき。

Quantum Motion、シリコンベース量子コンピューター開発で1.6億ドル調達：サーバーラック規模を目指す (Resilience Media)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

シリコン量子ビットのサーバーラック規模化は、既存半導体技術との親和性から量子PC普及の鍵。日本の半導体産業は
注視すべき動向。

Cisco、量子ネットワーク構築の画期的な「ユニバーサル量子スイッチ」を発表 (EnterpriseZine)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

既存光ファイバーで室温動作する量子スイッチは、量子ネットワークの相互運用性と導入コストの課題を解決。日本の
通信事業者は評価を急ぐべき。

日本研究機関が100入力フルスタックアナログ光量子コンピューティングプラットフォームを開発 (arXiv (慶應義塾大学他))
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
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日本発の100入力光量子プラットフォームは、高スループットとクラウドアクセスを両立。光量子分野での日本の国際
競争力強化に貢献。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】IonQのQ-Day予測前倒しを受け、自社情報資産の耐量子暗号移行計画を再評価し、緊急度を再定
義する。

• 【R&D;】NvidiaのAI量子モデル「Ising」の技術詳細を調査し、自社の量子エラー訂正研究やハードウェア制御
へのAI導入可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料開発】IBM/理研のタンパク質シミュレーション事例を参考に、量子化学計算を用いた新材料・創
薬開発のPoC計画を立案。理化学研究所との連携可能性を模索する。

• 【調達/IT部門】Proton MailのPQC導入事例を分析し、耐量子暗号（PQC）対応製品・サービスの市場調査を開
始。既存システムへの影響と移行コストを評価する。

• 【半導体PKG】台湾の量子コンピューター「チップ化」戦略やQuantWare、Quantum
MotionのQPU量産化動向を注視し、日本の半導体産業における機会と脅威を分析する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】量子コンピューティングの長期的な事業戦略を策定。人材育成、国際連携、投資戦略を含む包括的
なロードマップを構築する。

• 【R&D;】日本発の光量子コンピューティングプラットフォーム（#31）や量子ネットワーク技術（#29）への
基礎研究投資を継続・強化し、国際的なリーダーシップを確立する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-09
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ニューヨークで実証される「量子ネットワーク」：ハッキ
ング不可能なインターネットへ

概要

ニューヨーク州で量子ネットワークの実証実験が進められており、既存の光ファイバ
ーを介して3つのノードを量子信号で接続することに成功しました。このシステムは、
量子状態が複製不可能で測定により乱れる「デバイス非依存型量子鍵配送（DI-

QKD）」を利用することで、将来のハッキング不可能なインターネット実現に貢献す
ると期待されています。この取り組みは、量子スタートアップのQunnectとネットワ
ーキング大手のCiscoの協力により実現し、量子インターネット実用化に向けた大きな

一歩となります。

公開日 2026年05月08日  Live Science  アメリカ



詳細

背景と目的

量子コンピューティングの発展に伴い、既存の暗号技術が将来的に量子コンピューター
によって破られる脅威が認識されています。これに対抗し、根本的にセキュアな通信基
盤を構築するため、量子ネットワークの実現が世界的に進められています。特に、既存
の通信インフラを活用しながら高セキュリティを実現する技術が求められています。

主要な成果

QunnectとCiscoが協力し、ニューヨーク州で実際の環境下での量子ネットワーク実
証実験を実施しました。

既存の光ファイバーケーブルを利用し、3つのノード間で量子信号（光子）を介した
安全な通信に成功しました。

このネットワークは、量子状態をコピーできないという量子物理学の原理に基づいた
「デバイス非依存型量子鍵配送（DI-QKD）」プロトコルを採用しています。これに
より、盗聴者が量子信号を傍受しようとすると、その試みが量子状態を乱し、通信当
事者に即座に検出されるため、「ハッキング不可能」な鍵配送が実現します。

実験では、量子状態のエンタングルメントを遠隔のノード間で分散・交換する技術も
実証され、量子ネットワークの物理的距離の課題克服に貢献しています。

技術的意義と展望

この実証は、量子インターネットの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。特
に、DI-QKDの利用は、鍵配送システムの信頼性を高め、悪意のある攻撃者に対する堅
牢性を保証します。既存の光ファイバーインフラを再利用できる可能性は、量子ネット
ワークの広範な導入コストを大幅に削減し、実用化への道を加速させることが期待され
ます。金融機関や政府機関など、最高レベルのセキュリティを必要とする分野での早期
導入が見込まれており、将来的に一般のインターネット通信のセキュリティ強化にも繋
がる可能性があります。また、QunnectとCiscoのような量子スタートアップと既存のネ
ットワーキング企業との連携は、量子技術が単なる研究段階から商業化へと移行しつつ
あることを明確に示しています。

元記事: https://www.livescience.com/technology/quantum/live-quantum-network-test-in-new-york-

https://www.livescience.com/technology/quantum/live-quantum-network-test-in-new-york-overcomes-2-key-hurdles-in-creating-an-unhackable-internet


overcomes-2-key-hurdles-in-creating-an-unhackable-internet

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.livescience.com/technology/quantum/live-quantum-network-test-in-new-york-overcomes-2-key-hurdles-in-creating-an-unhackable-internet


IBM、量子コンピューティングのロードマップと実用化戦
略を推進

概要

IBM Researchは、Qiskitを搭載した強力な量子コンピューターをクラウド経由で提供
し、「有用な量子コンピューティング」を世界に届けることを目指しています。同社
は2026年までに量子優位性、2029年までに耐障害性量子コンピューティングを実現す

るという明確なロードマップを進めており、これらの目標達成に向けた技術開発を着
実に実行しています。IBM Quantum Networkには250以上の企業、学術機関、国立研
究所、スタートアップが参加しており、広範なパートナーシップを通じて量子エコシ

ステムの拡大に貢献しています。

公開日 2026年05月07日  IBM Research  アメリカ



詳細

背景とIBMのビジョン

IBMは、量子コンピューティングの黎明期からこの分野をリードしてきた企業の一つで
す。同社は、量子中心型スーパーコンピューティングという概念を提唱し、古典的なコ
ンピューティングと量子コンピューティングを融合させることで、これまでにない計算
能力を引き出すことを目指しています。その最終目標は、科学的発見や産業革新を加速
する「有用な量子コンピューティング」を世界に提供することにあります。

主要なロードマップとパートナーシップ

技術ロードマップ: IBMは、量子コンピューティングの実用化に向けた具体的なロー
ドマップを公開しています。これには、2026年までの「量子優位性」の達成、そし
て2029年までの「耐障害性量子コンピューティング」の実現という野心的な目標が
含まれています。量子優位性は、古典コンピューターでは現実的に解決できない問題
を量子コンピューターが解けるようになる段階を指し、耐障害性量子コンピューティ
ングは、実用的な規模と信頼性で量子計算を実行できる段階を意味します。

Qiskitエコシステム: 量子ソフトウェア開発のためのオープンソースフレームワーク
「Qiskit」は、IBMの量子コンピューティング戦略の中核をなしています。これによ
り、研究者や開発者がIBMの量子ハードウェアにアクセスし、量子アルゴリズムを構
築・実行することが容易になります。

IBM Quantum Network: 同社は「IBM Quantum Network」を通じて、Fortune 500

企業、主要な学術機関、国立研究所、革新的なスタートアップなど、250以上のパー
トナーと協力関係を築いています。この広範なネットワークは、量子技術の共同研
究、アプリケーション開発、そして人材育成を促進し、量子エコシステム全体の成長
を加速させる役割を果たしています。



産業・研究上の意味と展望

IBMの明確なロードマップと戦略的なパートナーシップは、量子コンピューティング業
界全体に大きな影響を与えています。同社の取り組みは、量子技術が単なる研究テーマ
ではなく、具体的な目標を持った商業化と実用化のフェーズに入っていることを示唆し
ています。特に、耐障害性量子コンピューティングの実現は、医薬品開発、材料科学、
金融モデリングなど、多岐にわたる産業分野での複雑な課題解決に量子コンピューター
を本格的に活用するための鍵となります。IBMは、ハードウェア、ソフトウェア、そし
てアプリケーション開発の全領域にわたる投資と協力を通じて、量子コンピューティン
グが社会にもたらす変革を牽引していくことが期待されます。

元記事: https://research.ibm.com/quantum-computing

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://research.ibm.com/quantum-computing


SpinQと香港科技大学、連結量子ハミング符号でエラー訂
正閾値を大幅向上

概要

SpinQ Technologyと香港科技大学（HKUST）の研究チームは、量子エラー訂正の分野
で重要な進展を達成しました。彼らは連結量子ハミング符号向けの双方向デコードア
ルゴリズムを開発し、ビット反転ノイズ下での耐障害性閾値を従来の約1.56%から

4.35%に大幅に向上させました。この成果は、大規模で信頼性の高い量子コンピュータ
ーの実現に向けた大きな一歩であり、実用的な量子コンピューティングシステムの開
発を加速する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月07日  SpinQ Technology  中国



詳細

背景と量子エラー訂正の重要性

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、様々な科学・産業分野に革
命をもたらす可能性を秘めています。しかし、現在の量子コンピューターは環境ノイズ
に非常に敏感であり、量子ビットがそのデリケートな量子状態を維持できる時間は極め
て短いという課題（デコヒーレンス）を抱えています。この問題を克服し、信頼性の高
い大規模な量子コンピューターを構築するためには、量子エラー訂正（QEC）が不可欠
です。QECは、物理的なエラーから論理的な量子情報を保護し、計算の忠実度を維持す
るための技術です。

SpinQとHKUSTの主要な成果

SpinQ Technologyと香港科技大学の研究者たちは、量子エラー訂正の重要な側面であ
る連結量子ハミング符号に焦点を当てた共同研究を実施しました。

この研究では、ビット反転ノイズの存在下で量子情報の信頼性を向上させるための
「双方向デコードアルゴリズム」が開発されました。このアルゴリズムは、エラー発
生時により効果的にエラーを特定し、修正することができます。

その結果、耐障害性閾値が従来の約1.56%から大幅に向上し、4.35%に達したと報告
されています。耐障害性閾値とは、個々の物理量子ビットのエラー率がこの値以下で
あれば、論理量子ビットのエラー率を任意に低減できる理論的な限界を指します。こ
の閾値が高いほど、よりノイズの多い環境でも量子コンピューターが安定して動作で
きる可能性が広がります。



技術的意義と展望

このブレークスルーは、実用的でスケーラブルな量子コンピューターの開発を加速させ
る上で極めて重要な意味を持ちます。耐障害性閾値の向上は、より少ない物理量子ビッ
トで信頼性の高い論理量子ビットを構築できる可能性を示唆し、量子ハードウェアの設
計と製造の課題を軽減します。これは、創薬、材料科学、最適化問題といった様々な産
業応用分野において、量子コンピューターが現実世界の問題解決に貢献する可能性を大
幅に高めるものです。SpinQとHKUSTのこの成果は、量子エラー訂正技術の最前線を押
し広げ、量子コンピューティングの商業化を加速する上で重要な役割を果たすと期待さ
れています。

元記事: https://www.spinquanta.com/news-detail/what-is-quantum-computing

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spinquanta.com/news-detail/what-is-quantum-computing


Google DeepMind、AlphaQubitで量子エラー訂正の課題
を克服

概要

Google DeepMindのAIシステム「AlphaQubit」が、耐障害性量子コンピューター実現

の大きな障壁であった量子エラー訂正の問題を解決したと報じられています。
AlphaQubitは、エラーシンドローム測定からリアルタイムで修正を適用する計算負荷

の高いパターン認識タスクにおいて、最先端の精度を達成しました。この進展によ
り、論理量子ビットあたりの未修正エラーが大幅に減少し、ショアのアルゴリズムな
どの大規模な量子計算に必要な物理量子ビットのオーバーヘッドを削減できると期待

されています。

公開日 2026年05月04日  MindStudio (Based on Google DeepMind Announcement)  アメリ
カ



詳細

背景と耐障害性量子コンピューティングの課題

量子コンピューターは、その特異な計算能力により、現在の古典コンピューターでは解
けないような複雑な問題の解決を可能にすると期待されています。しかし、量子ビット
はそのデリケートな性質上、環境ノイズに非常に弱く、計算中にエラーが発生しやすい
という根本的な課題があります。このエラーに対処し、大規模で信頼性の高い量子計算
を可能にする「耐障害性量子コンピューティング」を実現するためには、効率的かつ高
精度な量子エラー訂正（QEC）技術が不可欠です。QECは、物理的なエラーから量子情
報を保護し、論理量子ビットの安定性を確保するための鍵となりますが、その実装は非
常に計算コストが高いとされてきました。

Google DeepMindのAlphaQubitによるブレークスルー

Google DeepMindが開発したAIシステム「AlphaQubit」は、量子エラー訂正におけ
るデコード問題、特にエラーシンドローム測定からリアルタイムでエラー修正を適用
するパターン認識タスクにおいて画期的な成果を達成しました。

AlphaQubitは、この複雑な計算負荷の高い問題に対し、最先端の識別精度を示しま
した。従来のデコード手法と比較して、はるかに高速かつ正確にエラーを特定し、修
正指示を生成することが可能です。

このAIベースのデコーダの導入により、論理量子ビットあたりの未修正エラー率が大
幅に減少することが実証されました。これにより、論理量子ビットの寿命が延び、よ
り安定した量子計算が可能になります。

物理量子ビットのオーバーヘッド削減にも貢献します。大規模な量子アルゴリズム、
例えば素因数分解に用いられるショアのアルゴリズムなどを実行する際には、多くの
物理量子ビットを論理量子ビットに変換する必要がありますが、AlphaQubitのよう
な効率的なQECデコーダは、この物理量子ビット数の要求を軽減する可能性がありま
す。



技術的意義と展望

AlphaQubitの成果は、耐障害性量子コンピューティング実現への大きな障壁を取り除
き、実用的な量子コンピューターの開発を加速させる上で極めて重要な意味を持ちま
す。エラー訂正のボトルネックがAIによって効率的に解決されることで、より大規模で
複雑な量子アルゴリズムの実装が現実的なものとなります。これは、創薬、材料科学、
最適化問題、暗号解読など、様々な分野での量子コンピューティングの応用可能性を飛
躍的に高めるものです。Google DeepMindがこの分野でのリーダーシップを強化するこ
とは、AIと量子技術の融合が今後のコンピューティングの主要な方向性であることを示
唆しており、研究室レベルの成果が産業応用へと繋がる重要なステップとなるでしょ
う。

元記事: https://www.mindstudio.ai/blog/alphaqubit-google-deepmind-ai-solved-error-correction-fault-

tolerant-quantum

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mindstudio.ai/blog/alphaqubit-google-deepmind-ai-solved-error-correction-fault-tolerant-quantum
https://www.mindstudio.ai/blog/alphaqubit-google-deepmind-ai-solved-error-correction-fault-tolerant-quantum


実用的な量子優位性への道：科学実験から現実の応用へ

概要

量子コンピューティングは、理論的なベンチマーク達成から、材料科学、工学、生物
学、医学といった現実世界の課題解決へと移行し、実用的な量子優位性の実現に近づ

いています。Global Quantum Intelligence (GQI) は、Q-CTRLのFermi-Hubbardシミュレ
ーションやPasqalの非平衡ダイナミクスモデリングなどの最近の成果を挙げ、近い将
来に商業的優位性が大幅に高まる可能性を指摘しています。これは、量子産業がより

成熟したフェーズに入りつつあることを示しており、具体的な産業応用への期待が高
まっています。

公開日 2026年05月06日  Quantum Computing Report  アメリカ



詳細

背景と量子優位性の進化

量子コンピューティングの研究は、初期の理論的探求と小規模な実験から、実用的な問
題解決への応用へとその焦点を移しつつあります。かつての「量子優位性」の議論は、
古典コンピューターでは実行不可能な特定のベンチマーク問題を量子コンピューターが
解決できるかどうかに集中していました。しかし現在では、産業界の具体的な課題に対
して、量子コンピューティングが古典的な手法と比較して、時間、コスト、あるいは解
の品質において明確な利点をもたらす「実用的な量子優位性」の追求が加速していま
す。

主要な進展と事例

Fermi-Hubbardシミュレーション: Q-CTRL社は、量子コンピューターを用いて凝縮
系物理学の基本モデルであるFermi-Hubbardモデルのシミュレーションにおいて進展
を見せています。これは、材料科学における新素材の発見や特性予測に直接繋がるも
のです。

ハイブリッドテンソルネットワークパイプライン: Q4Bio社は、量子アルゴリズムと
古典的なテンソルネットワーク手法を組み合わせたハイブリッドパイプラインを開発
し、生物学や医学分野における複雑な分子シミュレーションの効率化を目指していま
す。

非平衡ダイナミクスモデリング: Pasqal社は、中性原子量子コンピューターを活用し
て非平衡状態にあるシステムのダイナミクスをモデリングする能力を示しています。
これは、化学反応や材料の挙動を理解する上で極めて重要です。

これらの事例は、量子ハードウェアの性能向上と古典的コンピューティングとの統合
が進むことで、特定の分野で既に具体的な成果が出始めていることを示唆していま
す。



産業・研究上の意味と展望

実用的な量子優位性への移行は、量子コンピューティングが単なる学術研究から、産業
界の変革を牽引する技術へと進化していることを意味します。Global Quantum

Intelligence (GQI) の分析によると、特にキロクオップ（kiloqubit）時代の到来と共に、
量子ハードウェアとソフトウェアの成熟が加速し、材料科学、生物医学、金融サービ
ス、物流といった広範な分野で、量子コンピューティングが古典コンピューターを凌駕
する具体的なユースケースが増加すると予測されています。この動きは、量子産業への
投資をさらに促進し、新たなビジネスモデルやサービスが生まれる基盤となるでしょ
う。量子コンピューティングは、今後数年で「科学実験」の段階を超え、「現実」の問
題解決ツールとしての地位を確立していくことが期待されます。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/the-road-to-practical-quantum-advantage-science-

experiment-or-reality/amp/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/the-road-to-practical-quantum-advantage-science-experiment-or-reality/amp/
https://quantumcomputingreport.com/the-road-to-practical-quantum-advantage-science-experiment-or-reality/amp/


Proton Mail、将来の量子脅威に備え耐量子暗号を導入

概要

プライバシー重視のメールサービスであるProton Mailは、将来の量子コンピューター
による暗号解読の脅威に先んじて、耐量子暗号（PQC）のサポートを開始しました。

これにより、新規に暗号化されるメールに対してPQC対応の鍵を生成・使用すること
が可能となり、ユーザーの通信を将来のサイバー脅威から保護します。既存の公開鍵
暗号方式は量子コンピューターによって破られる可能性があるため、Proton Mailは早

期にPQCへの移行を進めることで、サービスのセキュリティを強化し、ユーザーのデ
ータの長期的な安全性を確保する戦略です。

公開日 2026年05月05日  Proton Mail  スイス



詳細

背景と「Q-Day」への懸念

現在のインターネット通信のセキュリティは、公開鍵暗号方式に大きく依存していま
す。しかし、近い将来、強力な量子コンピューターが出現すると、これらの既存の暗号
方式が容易に解読される「Q-Day」と呼ばれる日が来ると予測されています。これによ
り、現在暗号化されているデータも将来的に解読される可能性があり（「Harvest now,

decrypt later」攻撃）、個人情報、企業秘密、国家機密などが深刻な脅威にさらされる
ことになります。この脅威に備え、量子コンピューターでも解読が困難な新しい暗号技
術である耐量子暗号（PQC）への移行が急務となっています。

Proton MailのPQC導入戦略

Proton Mailは、世界で初めてエンドツーエンド暗号化メールサービスにおいて、耐
量子暗号（PQC）のサポートを開始しました。これは、将来の量子コンピューターに
よる暗号解読のリスクに備え、ユーザーの通信を長期的に保護するための先駆的な取
り組みです。

具体的には、新規に暗号化されるすべてのメールに対して、PQC対応の公開鍵暗号方
式と従来の公開鍵暗号方式を組み合わせたハイブリッド暗号鍵が自動的に生成・使用
されます。これにより、現在の技術で安全性を確保しつつ、量子コンピューターによ
る攻撃に対しても耐性を持つ設計が実現します。

Proton Mailは、PQCアルゴリズムとして、NISTの標準化プロセスで選定された主要
なアルゴリズムを将来的に採用する方針を示しており、標準化の進展に合わせてシス
テムを更新していく柔軟性を持っています。



技術的意義と市場への影響

Proton MailによるPQCの早期導入は、サイバーセキュリティ業界における重要なマイル
ストーンとなります。これは、量子コンピューターの脅威が理論上の懸念から、具体的
な対策が求められる現実的なリスクへと移行していることを明確に示しています。他の
オンラインサービスプロバイダーや企業にとっても、PQCへの移行の緊急性を認識し、
自社のシステムやサービスに耐量子暗号を組み込むことの重要性を促す事例となるでし
ょう。Proton Mailのこの動きは、ユーザーのプライバシーとセキュリティを最優先する
姿勢を強化するだけでなく、PQC技術の普及と標準化を加速させる一助となり、将来の
セキュアなデジタル通信インフラの構築に貢献すると期待されます。

元記事: https://proton.me/blog/introducing-post-quantum-encryption

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://proton.me/blog/introducing-post-quantum-encryption


世界の量子コンピューティング市場：2026年時点の国家
戦略と投資動向

概要

2026年時点の量子コンピューティング市場は、世界各国政府による大規模な戦略的投
資によって成長が加速しています。英国は10年間で25億ポンド、ドイツは30億ユー
ロ、フランスは18億ユーロ、日本は約70億ドル、米国は5年間で12億ドル、欧州委員

会は2012年から2024年に20億ユーロ以上、中国は約150億ドルを量子技術に投入して
います。これらの数値は、量子技術開発が国家レベルの最優先事項であり、国際的な
競争と協力が激化している現状を浮き彫りにしています。

公開日 2026年05月04日  SQ Magazine  イギリス



詳細

背景と量子技術への世界的関心

量子コンピューティング、量子通信、量子センサーといった量子技術は、国家安全保
障、経済成長、科学的発見の次なるフロンティアとして世界中の政府から認識されてい
ます。これらの技術は、従来のコンピューターでは解決不可能な問題を解いたり、根本
的に安全な通信を確立したりする潜在能力を持つため、各国は戦略的な優位性を確保し
ようと大規模な投資を行っています。

主要国・地域の投資動向（2026年時点）

SQ Magazineの報告によると、2026年時点で以下の国々が量子技術に巨額の公的資金を
投じています。

イギリス: 量子技術プログラムに10年間で25億ポンド（約4,700億円）を投資。

ドイツ: 量子技術の研究開発に30億ユーロ（約5,200億円）を投下。

フランス: 量子戦略に18億ユーロ（約3,100億円）を投資し、研究機関と産業界の連携
を強化。

日本: 量子技術イノベーション戦略に基づき、約70億ドル（約1兆円）規模の投資を
計画・実行中。

アメリカ: 国家量子イニシアチブ法の下、5年間で12億ドル（約1,800億円）以上を投
じ、研究開発を推進。

欧州委員会: 2012年から2024年にかけて、量子関連プロジェクトに合計20億ユーロ
（約3,400億円）以上を投入。

中国: 約150億ドル（約2.2兆円）という巨額の投資を行い、この分野で世界的なリー
ダーシップを目指しています。



産業・研究上の意味と展望

これらの大規模な国家投資は、量子技術開発が世界的に加速していることを明確に示し
ています。各国政府は、研究開発資金の提供、インフラの構築、人材育成を通じて、自
国の量子エコシステムを強化しようとしています。これは、量子技術のブレークスルー
が加速し、数年以内に産業応用が本格化する可能性を示唆しています。一方で、この投
資競争は地政学的な意味合いも持ち、技術的リーダーシップを巡る国際競争が激化して
います。政府の支援は、量子スタートアップの成長、大学や研究機関での革新的な研
究、そして最終的には量子技術の商業化と社会実装を強力に後押しする主要な要因とな
るでしょう。

元記事: https://sqmagazine.co.uk/quantum-computing-statistics/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sqmagazine.co.uk/quantum-computing-statistics/


米国政府、国家量子イニシアチブ法改正案可決で技術展開
を加速

概要

Rep. Van Epps（TN07）は、国家量子イニシアチブ法（National Quantum Initiative

Act）の再承認に向けた修正案が可決されたことを歓迎しました。この修正案は、国家
量子イニシアチブプログラムの進捗評価と民間部門での量子技術開発促進を目的とし

ています。また、NISTに対し、学際的量子研究教育センターや国家量子情報科学研究
センターと、産業界・学術界との協力における障壁を検討するよう指示しており、量
子技術の研究室から実世界への展開を加速するための重要な政府の取り組みを示して

います。

公開日 2026年05月05日  Rep. Van Epps, U.S. House of Representatives  アメリカ



詳細

背景と国家量子イニシアチブの重要性

量子技術は、国家安全保障、経済競争力、科学的探求において米国にとって極めて重要
であると認識されています。2018年に制定された国家量子イニシアチブ法（NQIA）
は、この分野における米国のリーダーシップを確保するため、連邦政府機関全体で量子
情報科学（QIS）の研究開発を調整・推進するための包括的な枠組みを確立しました。
しかし、技術が急速に進展する中で、このイニシアチブの有効性を継続的に評価し、新
たな課題に対応する必要が生じていました。

可決された修正案の主要なポイント

プログラムの進捗評価: 今回可決された修正案は、国家量子イニシアチブプログラム
の全体的な進捗状況を定期的に評価するメカニズムを強化します。これにより、政府
はQIS研究への投資が最大限の効果を生んでいるかをより厳密に検証できるようにな
ります。

民間部門開発の促進: 修正案は、民間部門における量子技術の開発と商業化を加速す
るための具体的な措置を奨励します。これには、政府と産業界の連携強化、技術移転
の促進、そして量子技術をスタートアップ企業が活用しやすい環境の整備が含まれま
す。

協力障壁の特定と解消: 国立標準技術研究所（NIST）に対し、学際的量子研究教育セ
ンター、国家量子情報科学研究センター、および広範な産業界・学術界との協力にお
ける既存の障壁を検討し、その解消に向けた提言を行うよう指示しています。これに
より、研究成果の実用化を妨げるボトルネックが特定され、よりシームレスなエコシ
ステム構築が期待されます。

量子テストベッドの創設支援: 量子技術のプロトタイプを実環境に近い形でテストで
きる「量子テストベッド」の創設を支援し、基礎研究から応用研究、商業展開への移
行を加速させる狙いがあります。



産業・研究上の意味と展望

この修正案の可決は、米国が量子技術の開発と展開において、政府の強力な支援の下、
研究室レベルの成果を具体的な社会実装へと繋げることにコミットしていることを示し
ています。これにより、量子技術は国家安全保障を含む広範な分野で実用的な応用が見
出され、米国の技術的優位性を維持するための重要な基盤となります。特に、産業界と
の連携強化は、量子コンピューティング、量子通信、量子センサーといった技術が、民
間企業主導のイノベーションと商業化を通じて、社会経済に大きな影響を与える可能性
を秘めていることを強調しています。

元記事: https://vanepps.house.gov/media/press-releases/rep-van-epps-celebrates-passage-of-

amendment-to-strengthen-quantum-technologies-out-of-the-sst-committee

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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分散型量子機械学習におけるエンタングルメントの重要性

概要

この研究論文は、分散型量子機械学習において量子エンタングルメントが持つ計り知
れない有用性を探求しています。量子インターネットは、遠隔地の量子デバイスを接

続し、大規模な分散型量子アルゴリズムを可能にすることで、通信遅延という主要な
課題を克服することを目指しています。本研究では、バイナリ分類タスクにおいて、
エンタングルメントが分類精度を顕著に向上させることを実証し、量子非局所性と機

械学習の優位性の間に橋渡しを築きます。これは、コヒーレンス時間の制約を超える
分散型量子計算への新しい道筋を提供するものです。

公開日 2026年05月06日  arXiv (Yosep Kimら)  不明



詳細

背景と分散型量子コンピューティングの課題

量子コンピューティングは、その並列処理能力と特異な量子現象を利用して、古典コン
ピューターでは困難な問題を解決する可能性を秘めています。この能力をさらに拡張
し、地理的に分散した量子処理ユニットを連携させることで、より大規模な計算やプラ
イバシー保護型のデータ分析を実現する「分散型量子コンピューティング」や「量子イ
ンターネット」の研究が進められています。しかし、遠隔地の量子デバイス間で量子情
報を効率的かつ忠実に伝送することは、量子状態のデリケートな性質と通信遅延の問題
により、大きな課題となっています。

エンタングルメントの力と主要な研究成果

本論文では、分散型量子機械学習（DQML）の文脈において、量子エンタングルメン
トがアルゴリズムの性能向上にどのように貢献するかを詳細に分析しています。特
に、バイナリ分類タスクという具体的な機械学習問題に焦点を当てています。

研究者たちは、適切な量のエンタングルメントが分類精度を顕著に向上させることを
理論的および数値的に示しました。エンタングルメントは、遠隔にある量子ビット間
での相関を確立し、古典的な通信では不可能な方法で情報を共有することを可能にし
ます。これにより、限られた通信リソースや通信遅延がある状況でも、より効果的な
学習が可能になります。

この成果は、量子非局所性（エンタングルメントにより遠隔の粒子が瞬時に相関する
現象）が、機械学習アルゴリズムに実質的な優位性をもたらすことを示唆していま
す。これは、コヒーレンス時間（量子状態が安定して存在できる時間）という物理的
な制約を越えて分散型量子計算を実行するための新たな道筋を提供するものです。



技術的意義と展望

この研究は、分散型量子コンピューティングと量子機械学習の発展に不可欠な知見を提
供します。エンタングルメントを効果的に活用することで、量子インターネットのアー
キテクチャ設計において、通信遅延や帯域幅の制約を軽減し、より効率的な量子計算を
可能にする可能性を秘めています。特に、遠隔地での共同データ分析や、プライバシー
を保護しながらの機械学習など、将来の量子インターネットが実現するであろうアプリ
ケーションにおいて、本研究の成果は重要な基盤となるでしょう。エンタングルメント
が単なる理論的な興味の対象ではなく、具体的な計算上のメリットをもたらすことが示
されたことは、量子技術の実用化に向けた大きな一歩と言えます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2605.03864

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2605.03864


QuantWareが1億7,800万ドルを調達し、10,000量子ビッ
トプロセッサの産業規模生産へ

概要

オランダの量子コンピューティング企業QuantWareは、シリーズBラウンドで1億7,800

万ドル（約1億5,200万ユーロ）の資金を調達しました。この巨額な資金は、同社の革
新的なVIO™技術を基盤とした10,000量子ビット向け量子プロセッサアーキテクチャ

「VIO-40K™」の開発と、世界最大の専用量子オープンアーキテクチャ製造施設
「KiloFab」の建設に充てられます。QuantWareはモジュール型量子プロセッサの設
計、製造、統合を行う唯一の企業であり、この投資により生産能力を20倍に増強し、

グローバルな顧客需要に対応することを目指します。

公開日 2026年05月05日  Intel Capital  オランダ



詳細

背景と量子プロセッサ製造の課題

量子コンピューターの性能向上には、量子ビット数の増加と高品質な量子プロセッサ
（QPU）の安定供給が不可欠です。しかし、量子プロセッサの製造は極めて高度な技術
と設備を要し、研究開発から産業規模へのスケールアップは、量子コンピューティング
分野全体の大きな課題となっていました。特に、多様な量子コンピューターのアーキテ
クチャに対応しつつ、効率的な生産体制を確立することが求められています。

QuantWareの技術革新と資金調達

VIO™技術とVIO-40K™: QuantWareは、モジュール型量子プロセッサアーキテクチャ
であるVIO™技術を開発しており、これを発展させた10,000量子ビット向けの新しい
プロセッサアーキテクチャ「VIO-40K™」を発表しました。これは、現在の最先端の
量子プロセッサの100倍の量子ビット数を目指す画期的な取り組みです。VIO™プラ
ットフォームはオープンプラットフォームとして設計されており、サードパーティの
量子ビットチップレットや設計を統合できるため、量子コンピューティングエコシス
テム全体のイノベーションを促進します。

KiloFabの建設: 調達資金の主要な使途の一つは、世界最大の専用量子オープンアー
キテクチャ製造施設「KiloFab」の建設です。このKiloFabにより、QuantWareは現在
の生産能力を20倍に拡張し、産業規模での高性能QPUの供給を実現することを目指
します。これは、量子コンピューターが研究室からデータセンターへと本格的に移行
する上で極めて重要なインフラ投資となります。

シリーズB資金調達: 今回のシリーズBラウンドで、Intel Capital、IQT（元CIA系の投
資会社）、ETF Partnersといった戦略的投資家を含む複数の投資家から1億7,800万ド
ルという巨額の資金を調達しました。これは、量子ハードウェア分野に対する市場の
高い期待と信頼を反映しています。



産業・研究上の意味と展望

QuantWareの大規模な資金調達と技術発表は、量子プロセッサの産業規模での生産と普
及を加速させる上で重要なマイルストーンとなります。10,000量子ビットを目指すVIO-

40K™と、その生産を支えるKiloFabは、フォールトトレラント量子コンピューターの実
現に向けたハードウェア開発のボトルネック解消に貢献する可能性があります。オープ
ンプラットフォーム戦略は、異なる量子ビット技術やアプリケーションの統合を容易に
し、量子エコシステム全体の協調的発展を促します。Intel CapitalやIQTといった大手投
資家の参画は、量子ハードウェアサプライチェーンの戦略的価値が高まっていることを
示しており、量子コンピューティングの商業化が新たな段階に入ったことを明確にして
います。これにより、量子技術の応用範囲がさらに広がり、様々な産業分野での革新が
期待されます。

元記事: https://www.intelcapital.com/quantware-raises-176-million-to-build-worlds-most-powerful-

quantum-processors-at-an-industrial-scale/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intelcapital.com/quantware-raises-176-million-to-build-worlds-most-powerful-quantum-processors-at-an-industrial-scale/
https://www.intelcapital.com/quantware-raises-176-million-to-build-worlds-most-powerful-quantum-processors-at-an-industrial-scale/


Groove Quantum、18量子ビット半導体スピンQPUを発
表し産業規模へ拡張

概要

オランダのスタートアップGroove Quantumは、18量子ビットを搭載した半導体スピ
ン量子ビットプロセッサを発表し、1,600万ユーロの資金を調達しました。これは世界
最大の半導体量子プロセッサであり、同社はわずか2年足らずでこの成果を達成しまし

た。調達された資金は、量子ビット数を100にまで拡大し、主要な半導体ファウンドリ
での産業グレードの製造を開始するために活用されます。Groove Quantumは、従来の
半導体技術を活用して大規模かつ耐障害性の高い量子コンピューティングを実現する

ことを目指しています。

公開日 2026年05月01日  Innovation Industries  オランダ



詳細

背景と半導体量子ビットの優位性

量子コンピューティングの多様なハードウェア方式の中で、半導体スピン量子ビット
は、既存の半導体製造技術との高い互換性から、大規模化と低コスト化の潜在的な利点
を持つ有力な候補とされています。特にシリコンやゲルマニウムといった材料は、半世
紀以上にわたる古典コンピューターの発展で培われた微細加工技術を応用できるため、
大規模集積回路（LSI）として量子ビットを実装する際の課題が比較的少ないと期待さ
れています。しかし、高い忠実度とスケーラビリティを両立する半導体量子ビットプロ
セッサの開発は、依然として大きな挑戦です。

Groove Quantumの技術進展と資金調達

18量子ビットプロセッサの発表: Groove Quantumは、ゲルマニウム半導体基盤上に
18個の集積型スピン量子ビットを搭載したプロセッサを発表しました。これは、発
表時点で世界最大の半導体スピン量子ビットプロセッサであり、同社が短い期間で急
速な技術進展を遂げたことを示しています。

産業規模へのスケーリング: 同社は、既存のCPUやGPUの製造に用いられる半導体技
術を量子プロセッサの開発に応用しています。これにより、量子ビットをタイル状に
配置し、より大きなプロセッサへと拡張する設計アプローチを採用することで、将来
的な大規模化の道を切り開いています。

1,600万ユーロの資金調達: 調達された1,600万ユーロは、現在の18量子ビットから
100量子ビットへの拡張、および主要な半導体ファウンドリにおける産業グレードの
量子プロセッサ製造ラインの確立に充当されます。この資金は、Groove Quantumが
研究開発段階から商業生産段階へと移行するための重要な基盤となります。



産業・研究上の意味と展望

Groove Quantumの成果は、半導体スピン量子ビットが、大規模で耐障害性の高い量子
コンピューター実現に向けた非常に有望な技術であることを明確に示しています。既存
の半導体製造インフラを活用できる可能性は、量子コンピューターの量産化とコスト削
減に大きく寄与し、商業化の加速に繋がるでしょう。特に、量子ビット数を100までス
ケールアップする計画は、近未来のNISQ（ノイズの多い中間規模量子）コンピュータ
ーの能力を大幅に引き上げ、特定の産業応用分野での実用的な量子優位性達成に貢献す
る可能性があります。同社の取り組みは、量子コンピューティングの主流化に向けた重
要なステップであり、半導体産業における新たな価値創造の可能性を示唆しています。

元記事: https://www.innovationindustries.com/news/groove-quantum-unveils-worlds-largest-

semiconductor-spin-qubit-processor-and-raises-eu16m-to-bring-quantum-computing-to-industrial-

scale

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.innovationindustries.com/news/groove-quantum-unveils-worlds-largest-semiconductor-spin-qubit-processor-and-raises-eu16m-to-bring-quantum-computing-to-industrial-scale
https://www.innovationindustries.com/news/groove-quantum-unveils-worlds-largest-semiconductor-spin-qubit-processor-and-raises-eu16m-to-bring-quantum-computing-to-industrial-scale
https://www.innovationindustries.com/news/groove-quantum-unveils-worlds-largest-semiconductor-spin-qubit-processor-and-raises-eu16m-to-bring-quantum-computing-to-industrial-scale


eleQtron、トラップドイオン量子コンピューティングプラ
ットフォームの拡張に向け5,700万ユーロを調達

概要

ドイツの量子技術企業eleQtronは、独自のMAGICトラップドイオン技術に基づく量子
コンピュータを開発しており、シリーズAラウンドで5,700万ユーロ（約6,150万米ド
ル）の資金を調達しました。この大規模な資金は、生産能力の拡大、クラウドベース

のハードウェアアクセス提供の拡充、および産業用量子コンピュータプラットフォー
ムのさらなる開発に充てられます。eleQtronは、物流、材料科学、暗号学といった分
野で、実際の産業問題に対するスケーラブルな量子ソリューションを提供することを

目指しており、欧州における量子技術主権確立に貢献すると期待されています。

公開日 2026年05月05日  Quantum Computing Report  ドイツ



詳細

背景とトラップドイオン技術の優位性

量子コンピューティングには様々な物理実装方式がありますが、トラップドイオン（捕
捉されたイオン）方式は、量子ビットの高い忠実度と長いコヒーレンス時間という点で
特に注目されています。イオンは自然に同一であり、レーザー光を用いて個々のイオン
を正確に制御し、量子ビット間のエンタングルメントを生成できるため、高い信頼性を
持つ量子操作が可能です。しかし、イオンの捕捉と冷却、および多数の量子ビットをス
ケーリングする技術的な課題が存在し、実用的なシステム構築には革新的なアプローチ
が求められています。

eleQtronのMAGIC技術と資金調達

MAGIC技術: eleQtronは、独自の「MAGIC (Magnetic Gradient Induced Coupling)」
技術を開発し、トラップドイオン方式の量子コンピューターを構築しています。この
技術は、外部磁場勾配を利用してイオン間の相互作用を制御することで、従来のレー
ザーベースの相互作用よりも高速かつ柔軟な量子ゲート操作を可能にし、同時にシス
テム全体の複雑さを低減します。これにより、量子ビットの数を増やしながらも高い
制御精度を維持できると期待されています。

シリーズA資金調達: 今回のシリーズAラウンドで、eleQtronはSchwarz Digits、
European Innovation Council (EIC) Fund、Earlybirdといった主要な投資家から5,700万
ユーロという大規模な資金を調達しました。これは、欧州における量子コンピューテ
ィングスタートアップとしては最大規模の資金調達の一つであり、同社の技術と事業
戦略に対する市場の強い信頼を示しています。

生産能力とクラウドアクセスの拡大: 調達資金は、MAGICプラットフォームの生産能
力を大幅に拡大し、クラウド経由での量子ハードウェアアクセス提供を強化するため
に使われます。これにより、より多くの研究者や企業がeleQtronの量子コンピュータ
ーを利用できるようになり、アプリケーション開発が加速することが期待されます。



産業・研究上の意味と展望

eleQtronの今回の資金調達と技術ロードマップは、トラップドイオン方式が量子コンピ
ューティングの産業応用において、重要な役割を果たす可能性を明確に示しています。
特に、物流、材料科学、暗号学といった分野での具体的な課題解決を目指しており、高
精度な量子ビット操作が要求されるこれらの領域で優位性を発揮すると期待されます。
EIC Fundのような欧州の公的資金の投入は、欧州が量子技術分野での技術主権と競争力
を確立しようとする戦略の一環であり、eleQtronはその中心的なプレーヤーとなるでし
ょう。今後、MAGIC技術のスケーラビリティがさらに実証されれば、トラップドイオン
量子コンピューターが、実用的な量子優位性を達成する上で最も有望なプラットフォー
ムの一つとして確固たる地位を築く可能性があります。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/eleqtron-secures-e57-million-61-5m-usd-series-a-to-

scale-ion-trap-systems/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/eleqtron-secures-e57-million-61-5m-usd-series-a-to-scale-ion-trap-systems/
https://quantumcomputingreport.com/eleqtron-secures-e57-million-61-5m-usd-series-a-to-scale-ion-trap-systems/


Quantum Motion、シリコンベース量子コンピューター開
発で1.6億ドル調達：サーバーラック規模を目指す

概要

英国のQuantum Motion社は、標準的なシリコン半導体技術を基盤とした「フルスタッ
ク」量子コンピューターの開発を進めており、シリーズCラウンドで1億6,000万ドルの
資金を調達しました。この多額の資金は、同社がサーバーラックに収まるような、よ

り大規模な量子システムを開発し、商業展開を加速するために活用されます。
Quantum Motionは既に英国国立量子コンピューティングセンター（NQCC）に最初の
システムを導入しており、国防高等研究計画局（DARPA）とのベンチマークプロジェ

クトにも関与するなど、実用化に向けた具体的な進展を見せています。

公開日 2026年05月07日  Resilience Media  イギリス



詳細

背景とシリコン量子ビットの戦略的意義

量子コンピューターの実現には、安定して動作する多数の量子ビットが必要です。多く
の物理実装方式が研究されていますが、既存の半導体産業が確立したシリコン製造技術
を活用できる「シリコン量子ビット」は、大規模化とコスト効率の点で特に戦略的意義
が高いとされています。古典的なCPUやメモリチップの製造技術を応用できる可能性
は、量子コンピューターの量産化と普及を大きく加速させる潜在力を秘めています。し
かし、シリコン上で個々の電子スピンを正確に制御し、高い忠実度で量子ゲートを動作
させる技術は依然として困難な課題です。

Quantum Motionの技術アプローチと資金調達

シリコンスピン量子ビット: Quantum Motionは、シリコン基板上に閉じ込められた
単一電子のスピンを量子ビットとして利用する技術に注力しています。このアプロー
チは、現在のトランジスタ技術と高い親和性を持ち、既存の300mm CMOS製造プロ
セスを将来的に活用できる可能性を秘めています。これにより、大規模な量子処理ユ
ニット（QPU）を、現在の半導体チップと同様に製造できる見込みがあります。

サーバーラック規模のシステム: 同社は、従来のデータセンターのインフラに統合可
能な、サーバーラックに収まるコンパクトな量子コンピューティングシステムを目指
しています。これは、量子コンピューターを研究室の特殊な環境から、より汎用的な
商用環境へと展開するための重要な設計思想です。

シリーズC資金調達: 今回、Mundi Ventures、DCVC、英国政府系ファンドである
British Business Bank (BBB)の国内成長ファンド、Oxford Science Enterprises、そして
PorscheやBosch Venturesといった産業界の投資家から合計1億6,000万ドルという大
規模な資金を調達しました。この資金は、同社が量子ビット数を指数関数的に増や
し、産業標準ソフトウェアを使用した設計プロセスを通じて、実用規模の量子プロセ
ッサを開発するのを加速させるために使用されます。



産業・研究上の意味と展望

Quantum Motionへの大規模な投資は、シリコンベースの量子コンピューティングが、
実用的な量子コンピューターの主流となる可能性が高いという市場の強い期待を反映し
ています。既存の半導体製造技術を流用できることは、量子コンピューターの大量生産
を可能にし、コストを大幅に削減することで、最終的な商業化を加速させるでしょう。
DARPAのような国防機関や英国国立量子コンピューティングセンター（NQCC）へのシ
ステム導入は、同社の技術が国家安全保障や重要なインフラでの応用に向けて評価され
ていることを示唆しています。この進展は、量子コンピューターが科学的な探求の段階
から、データセンターや特定産業の課題解決に貢献する実用的なツールへと移行する上
で、重要な一歩となることが期待されます。

元記事: https://resiliencemedia.co/quantum-motion-raises-160m-for-silicon-based-quantum-

computers-that-fit-in-a-server-rack/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://resiliencemedia.co/quantum-motion-raises-160m-for-silicon-based-quantum-computers-that-fit-in-a-server-rack/
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Nvidia、AI量子モデル「Ising」を発表し量子エラー訂正
を大幅高速化

概要

Nvidiaは、量子コンピューティングの主要なボトルネックの一つであるエラー訂正に
対処するため、新しいオープンソースAIモデル「Ising」を発表しました。このモデル
は、量子システムの安定性とスケーラビリティを向上させることを目的としていま

す。Nvidiaによると、Isingは既存方式と比較して量子エラー訂正のデコーディング速
度を最大2.5倍、正確度を3倍改善するとともに、量子コンピューターのキャリブレー
ション時間を数日から数時間に短縮します。これは、実用的な耐障害性量子コンピュ

ーティング実現に向けた重要な進展です。

公開日 2026年05月05日  Campus Technology  アメリカ



詳細

背景と量子エラー訂正のボトルネック

量子コンピューターは、その巨大な計算能力により、様々な分野で革新をもたらす可能
性を秘めています。しかし、量子ビットは極めてデリケートであり、環境ノイズの影響
を受けやすいため、計算中に頻繁にエラーが発生します。このエラーを検出し修正する
「量子エラー訂正（QEC）」は、信頼性の高い「耐障害性量子コンピューティング」を
実現するために不可欠な技術です。しかし、QECのデコーディング処理は非常に計算負
荷が高く、リアルタイムでエラーを修正するためには極めて高速な処理能力が求められ
るため、これまでは実用化の大きなボトルネックとなっていました。

NvidiaのAI量子モデル「Ising」によるブレークスルー

AIによる高速化と高精度化: Nvidiaが発表したオープンソースAIモデル「Ising」は、
このQECのボトルネックを解決することを目指しています。Isingは、表面符号などの
量子エラー訂正コードから生成されるエラーシンドロームを解析し、最適な修正策を
高速かつ高精度でデコードするために設計されました。Nvidiaの発表によると、Ising

は従来のデコーディング手法と比較して、エラー修正速度を最大2.5倍高速化し、正
確度を3倍向上させることが可能です。

キャリブレーション時間の短縮: 量子コンピューターの安定稼働には、量子ビットの
精密な「キャリブレーション（調整）」が不可欠ですが、これは通常、数日を要する
時間のかかるプロセスでした。Isingは、このキャリブレーション時間を数日からわ
ずか数時間にまで大幅に短縮できるとされており、量子コンピューターの運用効率を
劇的に向上させます。

ハイブリッド量子-AIアプローチ: Nvidiaは、Isingモデルの開発において、同社の強力
なGPU（例えばGB300 GPU）を活用しています。これは、古典的な高性能コンピュ
ーティングとAI技術を量子ハードウェアと連携させる「ハイブリッド量子-AI」アプ
ローチの有効性を示すものであり、AIが量子システムの「コントロールプレーン」と
して機能することで、現在のノイズの多い量子コンピューターの課題を軽減し、より
実用的なアプリケーションへの道を開きます。



技術的意義と展望

NvidiaのAI量子モデル「Ising」の発表は、量子コンピューティング分野における画期的
な進展です。エラー訂正の速度と精度、そしてキャリブレーション効率の大幅な改善
は、耐障害性量子コンピューティングの実現を加速する上で極めて重要です。AIを量子
エコシステムに深く統合することで、量子ハードウェアの制約を克服し、より安定した
大規模な量子計算が可能になります。これは、創薬、材料科学、最適化、金融モデリン
グなど、様々な産業分野での量子コンピューティングの応用を現実のものとします。
Nvidiaのような主要なAI半導体企業が量子分野に本格的に参入し、革新的なソリューシ
ョンを提供することは、量子コンピューティングの商業化と実用化のタイムラインを加
速させる上で決定的な役割を果たすでしょう。

元記事: https://campustechnology.com/articles/2026/05/05/nvidia-unveils-ising-quantum-ai-model.aspx

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://campustechnology.com/articles/2026/05/05/nvidia-unveils-ising-quantum-ai-model.aspx


QuEra Computing、中性原子量子ハードウェアでエラー
訂正と論理量子ビットの進展

概要

中性原子量子ハードウェアの専門企業QuEra Computingは、エラー訂正、ソフトウェ
アツール、商業化戦略における一連の進歩を発表しました。特に注目すべきは、量子
LDPC（低密度パリティチェック）コードを用いて580の論理量子ビットを1,152の物理

量子ビットにエンコードし、論理エラー率を10⁻¹³近くまで低減した研究成果です。同
社はまた、量子エラー訂正用のオープンソースシミュレータ「Tsim」を公開し、研究
者や開発者の参入障壁を下げることで、中性原子量子コンピューティングエコシステ

ムの活性化を目指しています。

公開日 2026年05月02日  TipRanks (QuEra Computing)  アメリカ



詳細

背景と中性原子量子コンピューティングの可能性

量子コンピューティングの分野では、超伝導、イオントラップ、光子など、様々な物理
実装方式が研究されています。その中でも「中性原子」方式は、多数の量子ビットを配
列し、個々の原子をレーザーで正確に制御できるスケーラビリティの高さが注目されて
います。特に、原子間の相互作用を柔軟に操作できることで、量子ビットの結合度を高
く保ちながら、大規模な量子プロセッサを構築できる潜在力を秘めています。しかし、
デコヒーレンスによるエラーや、複雑な量子エラー訂正コードの実装は、中性原子シス
テムを含む全ての量子コンピューティング方式における共通の課題です。

QuEra Computingの主要な成果

量子LDPCコードの実装: QuEra Computingは、量子LDPC（低密度パリティチェッ
ク）コードを用いたエラー訂正において顕著な進歩を遂げました。この研究では、
1,152個の物理量子ビットを使用して580個の論理量子ビットをエンコードすることに
成功し、これに伴う論理エラー率を驚くべきことに10⁻¹³（10兆分の1以下）近くまで
低減したと報告されています。LDPCコードは、古典的な通信でも広く使用されてい
る非常に効率的なエラー訂正コードであり、量子コンピューティングへの応用が期待
されています。

中性原子ハードウェアとアルゴリズムの連携: 同社は、中性原子ハードウェアの独自
の強みを活かし、コアアルゴリズムとエラー訂正メカニズムとの密接な連携に注力し
ています。これにより、ハードウェア固有の特性を最大限に利用しながら、エラー訂
正の効率を高めることを目指しています。

オープンソースシミュレータ「Tsim」の提供: QuEraは、量子エラー訂正の研究と開
発を加速するため、オープンソースシミュレータ「Tsim」を公開しました。Tsimは、
研究者や開発者が様々なエラー訂正コードや量子回路の性能をシミュレートし、評価
することを可能にし、量子コンピューティングコミュニティへの参入障壁を低減する
役割を果たします。



技術的意義と展望

QuEra Computingの発表は、中性原子方式が耐障害性量子コンピューティングを実現す
るための有力なプラットフォームであることを明確に示しています。特に、量子LDPC

コードを用いた論理エラー率の劇的な低減は、実用的な量子コンピューター開発におけ
る重要なマイルストーンです。この成果は、大規模な量子計算が可能になる「フォール
トトレラント量子コンピューター」の実現を大幅に加速させる潜在力を秘めています。
また、オープンソースツールの提供は、量子エラー訂正に関する研究開発コミュニティ
の活性化に貢献し、世界中の研究者がこの複雑な分野に貢献できる機会を広げます。中
性原子技術は、スケーラビリティと忠実度のバランスが良く、将来的には超伝導やイオ
ントラップといった他の方式と並び、量子産業の多様なニーズに応える重要な技術とな
ることが期待されます。

元記事: https://www.tipranks.com/news/private-companies/quera-computing-weekly-recap-5

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tipranks.com/news/private-companies/quera-computing-weekly-recap-5


MITとIBM、AIと量子コンピューティングの新たな共同研
究ラボを開設

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）とIBMは、「MIT-IBM Computing Research Lab」を
新たに開設し、2017年から続く両者のパートナーシップを拡大しました。この新ラボ
は、従来のAI研究に加え、量子コンピューティングを新たな主要研究分野として設定

しています。AI、アルゴリズム、量子コンピューティングの3つの研究柱を中心に構成
され、量子ハードウェアと古典システム、AI手法を統合するハイブリッドコンピュー
ティングシステムに注力します。この連携は、IBMが2029年までに耐障害性量子コン

ピューターを実現するというロードマップを補完するものです。

公開日 2026年05月03日  EdTech Innovation Hub  アメリカ



詳細

背景とAI・量子コンピューティング融合の必要性

現代のコンピューティングは、AIの急速な発展と、それに伴うデータ処理量の爆発的な
増加という課題に直面しています。同時に、量子コンピューティングは、特定の複雑な
問題に対して指数関数的な高速化をもたらす可能性を秘めていますが、依然としてノイ
ズ、スケーラビリティ、エラー訂正といった基本的な課題を抱えています。これらの領
域を個別に発展させるだけでなく、AIと量子コンピューティングを融合させることで、
それぞれの弱点を補完し、相乗効果によって次世代の計算能力を解き放つことが期待さ
れています。この戦略的な視点から、学術界と産業界のトップランナーが連携を強化し
ています。

MIT-IBM Computing Research Labの設立と研究重点分野

パートナーシップの拡大: MITとIBMは、2017年にAI研究を目的として設立されたパ
ートナーシップを拡大し、新たに「MIT-IBM Computing Research Lab」を開設しま
した。これは、両者の長期的なコミットメントと、量子コンピューティングが今後の
コンピューティングランドスケープにおいて極めて重要であるという認識を示すもの
です。

ハイブリッドコンピューティングへの注力: 新しいラボは、AI、アルゴリズム、そし
て量子コンピューティングの3つの主要な研究柱を中心に構成されます。特に、量子
ハードウェアと古典システム、およびAI手法を統合する「ハイブリッドコンピューテ
ィングシステム」の開発に重点が置かれます。これにより、量子コンピューターのノ
イズやリソースの制約を古典コンピューターとAIで補いながら、最も効率的な方法で
複雑な問題を解決することを目指します。

IBMのロードマップとの連携: このラボの研究は、IBMが掲げる2029年までに世界初
の耐障害性量子コンピューターを実現するという野心的なロードマップを直接的に補
完するものです。MITの基礎研究能力とIBMの産業規模での技術開発力が結びつくこ
とで、この目標達成に向けた道筋が強化されることが期待されます。



産業・研究上の意味と展望

MITとIBMによるこの新たな共同研究ラボの設立は、次世代のAIと量子、そして科学的
ブレークスルーのための計算基盤を定義することを目指しており、コンピューティング
の未来を形作る上で非常に重要な意味を持ちます。この連携は、量子コンピューティン
グとAIの融合が、単なる学術的な興味を超え、将来のコンピューティングの主要な方向
性であることを明確に示唆しています。特に、ハイブリッドシステムへの注力は、現在
のNISQ（ノイズの多い中間規模量子）デバイスでも実用的な価値を生み出す可能性を
広げ、創薬、材料科学、金融モデリングといった分野での具体的なアプリケーション開
発を加速させるでしょう。学術界の革新的なアイデアと産業界の実行力との相乗効果に
より、量子技術が社会にもたらす変革が、より早く、より広範に実現されることが期待
されます。

元記事: https://www.edtechinnovationhub.com/news/mit-and-ibm-expand-research-partnership-to-

combine-ai-and-quantum-computing

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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韓国KIST、IBMと連携し量子スタートアップのグローバル
展開を加速

概要

韓国科学技術研究院（KIST）率いる韓国の量子代表団がIBMトーマス・J・ワトソン研
究センターを訪問し、量子技術におけるグローバル協力を強化しています。この取り
組みは、韓国の量子スタートアップ企業のグローバル商業化を加速させることを目的

とした「Deeptech Incubator Project for Startups (DIPS)」プログラムの一環です。IBM

Quantumリーダーや技術専門家が参加する「IBM Quantum Connect APAC: Seoul」イ
ベントも開催され、IBMの技術ロードマップや産業応用、グローバルな量子エコシス

テムの構築戦略について議論されました。

公開日 2026年05月08日  PR Newswire (KIST)  韓国



詳細

背景と韓国の量子技術育成戦略

韓国政府は、次世代の主要技術として量子技術を戦略的に位置づけ、その研究開発と産
業化を強力に推進しています。特に、国内の量子スタートアップ企業がグローバル市場
で競争力を獲得できるよう、国際的なパートナーシップの構築と支援に注力していま
す。量子コンピューティング分野における主要プレイヤーであるIBMとの連携は、この
戦略の重要な柱の一つであり、最先端の技術リソースとグローバルネットワークへのア
クセスを提供することで、韓国のエコシステム成長を加速させることが期待されていま
す。

KIST主導のグローバル連携と主要活動

IBMトーマス・J・ワトソン研究センター訪問: 韓国科学技術研究院（KIST）が率いる
量子代表団は、IBMの主要研究拠点であるトーマス・J・ワトソン研究センターを訪
問し、IBMの量子技術の最前線に触れるとともに、技術交流を行いました。この訪問
は、韓国の量子スタートアップが最先端の量子研究施設と直接連携する機会を提供し
ました。

DIPSプログラムの一環: このグローバル協力の取り組みは、韓国の量子スタートアッ
プ企業を対象とした「Deeptech Incubator Project for Startups (DIPS)」プログラムの
一環として実施されています。DIPSは、深層技術を持つスタートアップが国際的な
競争力を持ち、海外市場に進出するための支援を提供します。

「IBM Quantum Connect APAC: Seoul」イベント: IBMは、アジア太平洋地域での
量子エコシステム構築を目的としたイベント「IBM Quantum Connect APAC: Seoul」
も開催しました。このイベントでは、IBMの量子技術ロードマップ、具体的な産業応
用事例、そしてグローバルな量子エコシステムの構築戦略について、IBMのリーダー
や技術専門家が講演を行い、韓国のスタートアップや研究者との対話を促進しまし
た。



産業・研究上の意味と展望

KISTとIBMの連携は、韓国の量子技術がグローバルな舞台で存在感を高める上で非常に
重要な意味を持ちます。IBMのような世界的なテクノロジーリーダーとの協力は、韓国
の量子スタートアップ企業に技術的な指導、市場アクセス、共同研究の機会を提供し、
彼らの商業化プロセスを加速させることができます。また、このような国際協力は、量
子産業全体のオープンイノベーションを促進し、各国の強みを結集して量子技術の発展
を加速させるモデルとなります。韓国政府の強力な支援とIBMとの戦略的パートナーシ
ップにより、韓国は量子コンピューティング分野における主要なイノベーターとしての
地位を確立し、将来の量子エコシステムにおいて重要な役割を果たすことが期待されま
す。

元記事: https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260508cn54730/kist-connects-korean-

quantum-startups-with-ibm-to-accelerate-global-commercialization

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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IBM、クリーブランドクリニック、理化学研究所が量子中
心型スーパーコンピューティングで12,635原子タンパク質
をシミュレーション

概要

クリーブランドクリニック、理化学研究所、IBMの研究者チームが、量子中心型スー

パーコンピューティング（QCSC）フレームワークを用いて、これまでで最大の12,635

原子からなるタンパク質-リガンド複合体の電子構造シミュレーションに成功しまし
た。この成果は、T4-リゾチームやトリプシンなどのタンパク質を水溶液中で高精度に

モデリングしたもので、以前の結果と比較してシステムサイズが40倍、精度が210倍
向上しました。これは、量子コンピューティングが実際の化学問題にすでに有用であ
ることを示し、将来の創薬や材料科学研究を加速する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月05日  IBM Quantum Blog  アメリカ



詳細

背景と量子化学計算の重要性

化学、生物学、材料科学の分野では、分子や材料の特性を予測するために電子構造計算
が不可欠です。しかし、原子数が増加し、分子システムが複雑になるにつれて、これら
の計算は古典的なスーパーコンピューターでも指数関数的に困難になります。特に、タ
ンパク質-リガンド複合体のような大規模な生体分子システムは、創薬において極めて
重要ですが、その正確なシミュレーションは現在の計算能力の限界に挑戦し続けていま
す。量子コンピューティングは、この「計算困難な問題」に対する新たなアプローチを
提供し、これまで不可能だった規模と精度でのシミュレーションを可能にする潜在力を
秘めています。

主要な成果：12,635原子タンパク質シミュレーション

量子中心型スーパーコンピューティング（QCSC）フレームワーク: クリーブランド
クリニック、理化学研究所、IBMの研究者たちは、IBMが提唱するQCSCフレームワー
クを活用しました。これは、古典的な高性能コンピューティング（HPC）と量子コン
ピューティングを緊密に統合し、それぞれの強みを最大限に引き出すハイブリッドア
プローチです。

最大規模のタンパク質-リガンド複合体シミュレーション: 研究チームは、T4-リゾチ
ームやトリプシンを含む12,635原子からなるタンパク質-リガンド複合体の電子構造
をシミュレーションすることに成功しました。これは、これまでに量子技術を用いて
行われた中で最大規模の化学計算であり、特に水溶液中という現実的な環境でのモデ
リングが重要です。

精度とスケールの飛躍的向上: このシミュレーションは、以前の同様の取り組みと比
較して、システムサイズが40倍、ワークフローの精度が210倍という飛躍的な向上を
達成しました。これは、単に量子ビット数を増やすだけでなく、ハイブリッドアルゴ
リズムの最適化と古典計算リソースの効率的な利用によって実現されました。具体的
には、IBM Quantum Heron r2プロセッサの94量子ビットが使用されています。



産業・研究上の意味と展望

この画期的な成果は、量子コンピューティングがもはや理論的な可能性に留まらず、実
際の化学問題において既に有用なツールとなりつつあることを明確に示しています。特
に、医薬品開発、新素材科学、触媒設計といった分野において、分子シミュレーション
のペースと精度を大幅に加速する可能性を秘めています。大規模なタンパク質系の正確
なモデリングは、新薬の候補化合物のスクリーニング、作用機序の解明、副作用の予測
などに直接貢献し、創薬プロセス全体の効率を劇的に向上させることが期待されます。
この進展は、将来の耐障害性量子コンピューターが利用可能になった際に、さらに複雑
な分子システムや量子化学の問題に対するブレークスルーを可能にするための重要な基
盤を築くものとなるでしょう。

元記事: https://www.ibm.com/quantum/blog/cleveland-clinic-riken-chemistry

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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CQTとQubit Pharmaceuticalsが量子創薬研究で提携を深
化

概要

シンガポールのCentre for Quantum Technologies (CQT) とQubit Pharmaceuticalsは、
分子発見のための量子アルゴリズムを開発・実装する2年間の戦略的研究提携を開始し
ました。この協力は、Qubit Pharmaceuticalsの量子化学に関する専門知識とCQTの回

路設計・ハードウェア実装能力を結集し、創薬における計算上のボトルネックに対処
することを目指します。特に、QuantinuumのH2およびHeliosトラップドイオンシステ
ム上で量子マルコフ連鎖モンテカルロ（qMCMC）アルゴリズムを実験的に初めて実現

したことが、主要な技術マイルストーンとして挙げられています。

公開日 2026年05月02日  Quantum Computing Report  シンガポール



詳細

背景と創薬分野における計算の限界

創薬は、膨大な化学空間の中から有効な分子候補を探索するプロセスであり、その計算
コストは非常に高いものです。特に、新薬の発見には、分子の電子構造、相互作用、反
応経路などを高精度でシミュレーションすることが不可欠ですが、古典的な計算手法で
はその複雑さに限界があります。量子コンピューティングは、分子レベルでの現象をよ
り正確にモデル化できるため、創薬プロセスにおける計算上のボトルネックを克服し、
新薬開発を加速させる新たな希望として注目されています。

CQTとQubit Pharmaceuticalsの協業と主要成果

戦略的提携の目的: シンガポールの主要な量子研究機関であるCentre for Quantum

Technologies (CQT) と、量子化学計算を専門とする製薬スタートアップQubit

Pharmaceuticalsは、2年間にわたる戦略的提携を締結しました。この提携の目的は、
分子発見を目的とした先進的な量子アルゴリズムの開発と物理的な量子ハードウェア
上での実装を進めることです。

量子マルコフ連鎖モンテカルロ（qMCMC）の実現: この協力の重要な成果の一つ
は、物理的な量子ハードウェア上で量子マルコフ連鎖モンテカルロ（qMCMC）アル
ゴリズムを実験的に初めて実現したことです。このデモンストレーションは、
Quantinuumの高性能トラップドイオンシステムであるH2およびHeliosを用いて行わ
れました。qMCMCは、分子のサンプリングや配座探索といった複雑なタスクにおい
て、古典的なモンテカルロ法よりも効率的かつ正確な結果をもたらす可能性を秘めて
います。

NISQデバイス上での実証: この実験は、現在のノイズの多い中間規模量子（NISQ）
デバイス上でも、正確なサンプリングタスクを実行できる可能性を実証しました。ま
た、両チームは変分量子固有値ソルバー（VQE）や量子位相推定（QPE）などの他の
先進的な量子化学アルゴリズムの設計とテストも進めています。



技術的意義と展望

CQTとQubit Pharmaceuticalsの提携は、量子コンピューティングが医薬品研究開発のワ
ークフローに直接統合され、具体的なビジネス価値を生み出す可能性を明確に示してい
ます。qMCMCアルゴリズムの物理ハードウェア上での実現は、量子化学シミュレーシ
ョンの精度と効率を飛躍的に向上させ、新薬候補の選定や作用機序の解明を加速するも
のです。この進展は、早期段階での意思決定を改善し、創薬にかかる時間とコストを削
減する可能性を秘めています。特に、量子コンピューティングがノイズの多い現在のデ
バイスでも有用な結果を出せることを示したことは、耐障害性量子コンピューターが普
及するまでの間、既存の量子ハードウェアの活用を促す上で重要です。この協力は、量
子技術がライフサイエンス分野にもたらす変革の先駆けとなるでしょう。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/cqt-and-qubit-pharmaceuticals-partner-to-advance-

quantum-drug-discovery/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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BMWとQuantinuum、量子コンピューティング提携を深
め先進材料研究を加速

概要

BMWグループと量子コンピューティング企業のQuantinuumは、将来のモビリティの
ための先進材料研究に焦点を当てた複数年間の提携を深化させました。この協力は、
燃料電池、バッテリー、クリーン輸送に関連する工業化学アプリケーションの改善に

量子システムがどのように貢献できるかを探る4年間の共同研究に基づいています。
BMWは、Quantinuumの既存のHeliosシステムに加え、2027年と2029年にリリース予
定のSolおよびApolloを含む、次世代ハードウェアを活用し、バッテリー化学や軽量コ

ンポーネントなどの新材料のテストと改良を進める計画です。

公開日 2026年05月07日  Mugglehead  ドイツ



詳細

背景と自動車産業の材料革新ニーズ

自動車産業は、電気自動車（EV）への移行、環境規制の強化、持続可能性への要求の高
まりにより、バッテリー、燃料電池、軽量材料といった先進材料の革新が喫緊の課題と
なっています。これらの材料の性能向上は、航続距離、充電速度、製造コスト、そして
最終的な環境負荷に直接影響を与えます。しかし、複雑な分子構造や量子レベルの相互
作用を伴う新材料の設計と最適化は、古典的な計算手法では限界があり、膨大な時間と
リソースを要していました。量子コンピューティングは、これらの分子レベルの挙動を
より正確にシミュレートし、材料科学のブレークスルーを加速する可能性を秘めていま
す。

BMWとQuantinuumの深化する提携

複数年間の戦略的パートナーシップ: BMWグループと世界有数の量子コンピューティ
ング企業であるQuantinuumは、長年にわたる協業関係をさらに発展させ、将来のモ
ビリティのための先進材料研究に特化した複数年間の戦略的提携を締結しました。こ
れは、量子技術が自動車産業のコア部分に深く統合されつつあることを示していま
す。

具体的な研究領域: 提携は、燃料電池の触媒効率の最適化、次世代バッテリーの化学
的性質の改善、そしてより軽量で高性能なコンポーネントの開発など、クリーン輸送
に関連する工業化学アプリケーションに焦点を当てています。これらの領域での量子
シミュレーションは、材料の安定性、エネルギー密度、耐久性を向上させる上で不可
欠です。

Quantinuumハードウェアの活用: BMWは、Quantinuumの最先端トラップドイオン
量子コンピューターを積極的に活用します。現在のHeliosシステムに加え、2027年リ
リース予定のSol、そして2029年予定のApolloといった将来世代の量子ハードウェア
も利用する計画であり、常に最新の量子計算能力を取り入れる体制を構築していま
す。これにより、量子化学計算の規模と精度を段階的に向上させることができます。



産業・研究上の意味と展望

この提携は、自動車産業における量子コンピューティングの具体的な応用事例として、
非常に大きな意味を持ちます。BMWのようなグローバル自動車メーカーが量子技術を
製品開発プロセスに直接組み込むことは、EV化や環境技術開発において量子技術が重要
な役割を果たす可能性を明確に示しています。Quantinuumの技術が産業界で高く評価
されていることを示すものでもあり、量子コンピューティングが、材料科学の分野で新
たな発見とイノベーションを加速させる「ゲームチェンジャー」となる潜在力を秘めて
いることを強調しています。この長期的な協力関係は、将来の持続可能なモビリティ社
会の実現に向け、量子技術が不可欠なツールとなる道筋を示しています。

元記事: https://mugglehead.com/bmw-and-quantinuum-deepen-multi-year-quantum-computing-

alliance/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://mugglehead.com/bmw-and-quantinuum-deepen-multi-year-quantum-computing-alliance/
https://mugglehead.com/bmw-and-quantinuum-deepen-multi-year-quantum-computing-alliance/


イリノイ大学、DPIから初の量子研究助成金を受領：エネ
ルギー分野の量子アルゴリズムを推進

概要

イリノイ大学の物理学准教授Bryan K. Clark氏が、Discovery Partners Institute (DPI) か
ら初の量子研究助成金を受給しました。この助成金は、National Quantum Algorithm

CenterのGrand Challengesイニシアチブを通じて提供され、産業的に重要な量子シス

テムをシミュレートするためのオープンで再現可能な量子コンピューティングアルゴ
リズムベンチマークを開発することを目的としています。プロジェクトは、バイオ燃
料の最適化や触媒設計、炭素利用戦略など、エネルギー分野における具体的な課題解

決に焦点を当て、量子化学のコアアルゴリズムの比較評価フレームワークを開発しま
す。

公開日 2026年05月07日  Discovery Partners Institute (DPI)  アメリカ



詳細

背景と量子コンピューティングの産業応用への期待

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、材料科学、創薬、エネルギ
ー分野など、多岐にわたる産業分野における複雑な問題解決に貢献する可能性を秘めて
います。特に、分子や材料の量子力学的性質を正確にシミュレートする能力は、新薬開
発や高性能な触媒設計、効率的なエネルギー貯蔵技術の開発においてブレークスルーを
もたらすと期待されています。しかし、様々な量子アルゴリズムが存在する中で、どの
アルゴリズムが特定の産業問題に最も効果的であるかを客観的に評価し、比較する標準
的な方法論が確立されていないことが、実用化に向けた課題の一つとなっています。

DPIからの量子研究助成とClark氏のプロジェクト

初の量子研究助成: イリノイ大学のBryan K. Clark物理学准教授は、Discovery Partners

Institute (DPI) から、同機関初となる量子研究助成金を受給しました。この助成金
は、National Quantum Algorithm Centerの新しいGrand Challengesイニシアチブの一
環として授与されたもので、学術界と産業界の連携を促進し、量子技術の実用化を加
速させることを目的としています。

オープンで再現可能なベンチマークフレームワークの開発: Clark氏のプロジェクトの
核心は、産業的に重要な量子システムをシミュレートするための量子コンピューティ
ングアルゴリズムをベンチマークするための、オープンで再現可能なアプローチを開
発することにあります。具体的には、量子化学のコアアルゴリズム（例えばVQEや
QPEなど）を比較するための標準的なデータセット、評価指標、ソフトウェアツール
などを提供するフレームワークを構築します。このフレームワークは、量子ソフトウ
ェア開発プラットフォームであるqBraid上に構築されます。

エネルギー分野への焦点: プロジェクトは、エネルギー分野における具体的な課題解
決に焦点を当てています。これには、バイオ燃料の最適化、より効率的な触媒の設
計、そして二酸化炭素の利用（Carbon Capture and Utilization, CCU）戦略の改善な
どが含まれます。これらの問題は、分子の電子構造や反応経路の精密な理解を必要と
し、量子コンピューティングが潜在的な優位性を持つ領域です。



産業・研究上の意味と展望

このDPIからの助成金とClark氏のプロジェクトは、量子コンピューティングの産業応用
への橋渡しを加速する上で極めて重要な意味を持ちます。オープンで再現可能なベンチ
マークフレームワークの確立は、量子アルゴリズムの選択と最適化のプロセスを合理化
し、企業が量子技術を自信を持って導入するための客観的な根拠を提供します。特にエ
ネルギー分野のような、社会的に大きな影響を持つ課題に焦点を当てることで、量子技
術が持つ実用的な価値を具体的に示すことができます。この取り組みは、量子化学シミ
ュレーションの進歩を加速し、最終的にはバイオ燃料の生産効率向上、環境に優しい触
媒の開発、そして持続可能な社会の実現に貢献する可能性を秘めています。大学、研究
機関、そして産業界が協力し、量子技術の実世界への影響を最大化するモデルとして注
目されます。

元記事: https://dpi.illinois.edu/news/bryan-clark-grand-challenge-awards-2026

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dpi.illinois.edu/news/bryan-clark-grand-challenge-awards-2026


DESYの研究者、量子AIが古典的性能に匹敵し計算要求を
削減する新手法発表

概要

ドイツ電子シンクロトロン（DESY）の研究者Hala ElhagとYahui Chaiは、量子機械学習
を活用して、粒子散乱における絡み合いを定量化するという複雑なタスクを簡素化す
る新しい手法を発表しました。彼らの研究では、量子畳み込みニューラルネットワー

ク（QCNN）がThirringモデルを用いて、古典的なCNNと同等またはそれ以上の精度と
トレーニング効率を達成することが示されました。特に、4量子ビットという小さな
QCNNが大規模モデルを上回る効果を発揮し、モデルサイズよりも効率的なデータエ

ンコーディングとモデルの訓練可能性が重要であることを浮き彫りにしています。

公開日 2026年05月04日  Quantum Zeitgeist  ドイツ



詳細

背景と高エネルギー物理学における計算の複雑性

高エネルギー物理学の分野では、素粒子の散乱現象や量子多体システムの挙動を解析す
ることが、宇宙の根本原理を理解する上で不可欠です。これらの現象は、量子力学の法
則によって支配されており、特に量子エンタングルメント（絡み合い）のような非古典
的な相関関係は、古典コンピューターではシミュレートが極めて困難な計算負荷の高い
問題を引き起こします。現代のシミュレーション技術は進歩していますが、それでもな
お、高エネルギー物理学の複雑な問題を効率的かつ正確に解決するための新たな計算手
法が求められています。

DESYの研究者による量子機械学習アプローチ

量子畳み込みニューラルネットワーク（QCNN）の活用: ドイツ電子シンクロトロン
（DESY）の研究者Hala ElhagとYahui Chaiは、粒子散乱における量子エンタングルメ
ントを定量化するという複雑なタスクに対し、量子機械学習の一種である量子畳み込
みニューラルネットワーク（QCNN）を適用する新しい手法を開発しました。QCNN

は、古典的なCNNのアイデアを量子回路に拡張したもので、量子状態のエンタング
ルメントを効率的に処理する能力を持つと期待されています。

Thirringモデルでの性能実証: 研究チームは、量子多体システムを記述するThirringモ
デルを用いて、QCNNの性能を評価しました。その結果、わずか4量子ビットという
小さなQCNNが、より大規模な古典的畳み込みニューラルネットワーク（CNN）と同
等またはそれ以上の精度を達成し、同時にトレーニングの効率性においても優れてい
ることが示されました。これは、量子リソースの効率的な利用が、単純なモデルサイ
ズよりも重要であることを浮き彫りにしています。

効率的なデータエンコーディングの重要性: この成果は、モデルの訓練可能性や、量
子状態へのデータの効率的なエンコーディング方法が、計算負荷を軽減し、高性能な
量子機械学習モデルを構築する上で決定的な役割を果たすことを示唆しています。



技術的意義と展望

DESYの研究成果は、量子機械学習が高エネルギー物理学や他の複雑な科学的問題解決
において、古典的なアプローチと同等またはそれ以上の効率と精度を発揮できる可能性
を明確に示しています。これは、現在のノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイス
の制約下でも、特定のタスクで量子コンピューターが有用な成果を出せることを意味し
ます。この進展は、大規模な量子コンピューターの登場を待たずに、既存の量子ハード
ウェアとAI技術の融合によって、高エネルギー物理学における新たな発見を加速させる
道を切り開くものです。また、QCNNのような量子機械学習モデルが、計算資源の要求
が少ないにもかかわらず高性能を発揮できることは、より実用的な量子AIアプリケーシ
ョンの開発を促進し、将来の量子コンピューティング応用分野をさらに広げることが期
待されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-ai-entanglement-proxies/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/quantum-ai-entanglement-proxies/


CSIRO、量子機械学習でAIシステムのセキュリティと信頼
性を強化

概要

オーストラリアのCSIROの研究者たちは、量子機械学習（Quantum ML）がAIシステム
のセキュリティと信頼性を劇的に向上させる方法を解説しました。量子MLは、データ
の特徴レベルで画像を処理するため、従来のAIシステムを欺くような敵対的データ操

作に対して非常に堅牢であることを実証。CSIROは、多様な敵対的攻撃に対して優れ
た堅牢性を持つ量子MLモデルを既に開発しており、将来の自律システムに展開可能な
完全なパイプラインを構築中です。これは、医療診断、金融、輸送・物流の最適化な

ど、意思決定の信頼性が重要な分野での応用が期待されています。

公開日 2026年05月06日  CSIRO  オーストラリア



詳細

背景とAIシステムのセキュリティ課題

現代社会におけるAIシステムの普及は目覚ましく、自動運転、金融詐欺検出、医療診断
など、その応用範囲は広がり続けています。しかし、AIシステムは、意図的に改ざんさ
れた入力データ（敵対的サンプル）によって誤った判断を下す脆弱性があることが知ら
れています。このような敵対的攻撃は、AIシステムの信頼性を損ない、社会的なリスク
を引き起こす可能性があります。そのため、AIの性能だけでなく、そのセキュリティと
堅牢性を根本的に強化する技術が求められています。

CSIROの量子機械学習によるアプローチ

敵対的攻撃に対する堅牢性: CSIROの研究者たちは、量子機械学習（Quantum ML）
モデルが、従来のAIシステムと比較して、敵対的攻撃に対して非常に高い堅牢性を持
つことを実証しました。量子MLは、量子状態の重ね合わせやエンタングルメントと
いった特性を活用し、データをより多次元的かつ複雑な方法で処理します。これによ
り、古典的なAIモデルが捉えにくいデータの特徴やパターンを検出し、悪意のある微
細なデータ改変を検知・耐性を持つことができます。

画像処理の革新: 特に画像処理において、量子MLモデルはデータの特徴レベルで画像
を解析するため、古典的なAIモデルを欺くように設計された敵対的サンプルに対して
も、高い精度で正しい識別を維持できることが示されました。これは、AIの安全性と
信頼性を根本から向上させる重要なブレークスルーです。

完全なパイプラインの構築: CSIROは、すでに量子状態におけるデータエンコーディ
ングの最適化、部分的なエラー訂正によるハードウェアノイズの克服、量子MLモデ
ルのリソース要件削減などの進展を達成しています。これらの要素を統合し、将来の
自律システムに展開可能な量子MLモデルの完全なパイプラインを構築することを目
指しています。



産業・研究上の意味と展望

CSIROのこの研究は、量子機械学習がAIシステムのセキュリティと信頼性を向上させる
強力なツールとなる可能性を明確に示しています。これは、AIの「安全性」が最重要視
される分野、例えば自動運転車の知覚システム、金融市場の不正取引検出、病理診断AI

における誤診防止などで特に価値があります。量子MLが実世界で大きな影響を与える
最初のユースケースの一つとなる可能性も指摘されており、耐障害性量子コンピュータ
ーがまだ先であるとしても、現在のノイズの多い量子デバイス（NISQ）の能力を活用
したハイブリッドアプローチによって、実用的なソリューションが提供され始めるかも
しれません。オーストラリアのCSIROがこの分野でリーダーシップを発揮することで、
より安全で信頼性の高いAIシステムの未来が切り開かれることが期待されます。

元記事: https://www.csiro.au/en/news/All/Articles/2026/May/How-quantum-can-make-AI-safer

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.csiro.au/en/news/All/Articles/2026/May/How-quantum-can-make-AI-safer


Terra Quantum、ライブ通信インフラに量子セキュア通信
を展開

概要

ドイツとスイスを拠点とする量子技術企業Terra Quantumは、Melita Businessおよび
Merqury Cybersecurityと共同で、マルタのMelitaの2つの主要データセンターを接続す
る量子鍵配送（QKD）リンクの展開に成功しました。このシステムは、量子技術によ

って保護された暗号鍵をMelitaの既存のライブ光ファイバーネットワーク上で交換で
きることを実証。量子セキュリティを研究環境から運用中の通信ネットワークへと移
行させる重要なマイルストーンとなり、既存インフラ上での量子セキュア通信の商用

化を加速します。

公開日 2026年05月07日  National Law Review (Terra Quantum)  ドイツ



詳細

背景と量子セキュリティ通信の必要性

現代のデジタル通信は、古典的な暗号技術によって保護されていますが、将来的に強力
な量子コンピューターが出現すると、これらの暗号が解読される脅威に直面していま
す。特に、金融、政府、重要インフラといった機密性の高いデータを扱う分野では、将
来の量子コンピューター攻撃から情報を保護するための、より堅牢なセキュリティソリ
ューションが求められています。量子鍵配送（QKD）は、量子物理学の原理に基づいて
盗聴不可能な暗号鍵を生成・共有する技術であり、次世代のセキュア通信の基盤として
期待されています。

Terra QuantumによるQKDの実環境展開

ライブ光ファイバーネットワークでの実証: ドイツとスイスを拠点とする量子技術企
業Terra Quantumは、マルタの通信事業者Melita Businessおよびサイバーセキュリテ
ィ企業Merqury Cybersecurityと提携し、画期的な成果を達成しました。彼らは、
Melitaの既存のライブ光ファイバーネットワークを利用して、マルタ国内の2つの主
要データセンター間に量子鍵配送（QKD）リンクを展開しました。

量子技術による鍵保護: このシステムは、量子技術を用いて保護された暗号鍵を、実
際の通信インフラ上で安全に交換できることを実証しました。QKDの原理により、
鍵の生成と交換のプロセス中に盗聴が行われた場合、その試みが量子状態を乱し、通
信当事者に即座に検出されるため、盗聴不確実性に基づく情報理論的セキュリティが
保証されます。

研究から運用環境へ: このプロジェクトは、量子セキュリティ技術が研究室での実験
段階から、実際に運用されている通信ネットワークへと移行できることを示す重要な
マイルストーンとなります。既存の光ファイバーインフラを改修することなくQKD

を統合できる可能性は、広範な商用展開への道を大きく開くものです。



産業・研究上の意味と展望

Terra Quantumの今回の展開は、量子セキュリティ通信技術の商用化と実用化を加速さ
せる上で非常に重要な意味を持ちます。既存の通信インフラ上でQKDが機能することを
実証したことは、企業や政府機関が将来の量子コンピューターの脅威に備えるための、
現実的かつスケーラブルなソリューションが利用可能になりつつあることを示します。
欧州におけるこの種のQKD展開は、欧州連合が推進する量子セキュア通信インフラの構
築に向けた重要な一歩であり、他の地域における同様の取り組みを刺激するでしょう。
金融取引、政府間通信、医療データの保護など、最高レベルのセキュリティを要求され
る様々な分野で、量子鍵配送技術の採用が加速することが期待されます。これは、PQC

（耐量子暗号）と並び、サイバーセキュリティの未来を形作る重要な要素となります。

元記事: https://natlawreview.com/press-releases/terra-quantum-brings-quantum-secure-

communications-live-telecom

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://natlawreview.com/press-releases/terra-quantum-brings-quantum-secure-communications-live-telecom
https://natlawreview.com/press-releases/terra-quantum-brings-quantum-secure-communications-live-telecom


IonQ、記録的な四半期業績と耐障害性量子コンピューテ
ィングへのロードマップを発表

概要

量子コンピューティング企業のIonQは、2026年第1四半期にGAAP売上高6,470万ドル
を記録し、前年比755%増、ガイダンスの中間値を30%上回る好調な業績を発表しまし
た。同社は256量子ビットシステムの初の販売を確保し、世界で初めて耐障害性量子コ

ンピューティングのための完全なアーキテクチャ設計図を公開しました。さらに、
DARPAのHARQプログラムに選定され、モジュール型量子コンピューティングとスケ
ーラブルなネットワークアーキテクチャにおけるリーダーシップを強化。決算説明会

では、2028〜2029年までにQ-Day（量子コンピューターによる暗号解読が可能になる
日）の要件を満たすことを期待しており、Forbes Japanなど一部の金融アナリストか
らは株価が10倍に跳ね上がる可能性も指摘されています。

公開日 2026年05月06日  IonQ  アメリカ



詳細

背景とIonQの戦略的地位

量子コンピューティングは、その革新的な可能性から世界中で注目を集めており、特に
イオントラップ方式は、量子ビットの高い忠実度と長いコヒーレンス時間により、耐障
害性量子コンピューター実現に向けた有望なプラットフォームとして期待されていま
す。IonQは、このイオントラップ方式のリーディングカンパニーとして、ハードウェア
の性能向上と商業化を同時に推進し、量子技術の早期実用化を目指しています。同社の
戦略は、アルゴリズム量子ビット（AQ）容量と2量子ビットゲート忠実度といった主要
なハードウェアベンチマークを重視し、技術的優位性を確立することにあります。

記録的な業績と技術的ブレークスルー

好調な財務実績: IonQは2026年第1四半期に、GAAP売上高6,470万ドルを達成しまし
た。これは前年同期比で755%という驚異的な増加であり、同社のガイダンスの中間
値を30%も上回る結果となりました。また、残りの履行義務（RPO）も4億7,000万ド
ルに達し、商業プラットフォームの構築と顧客獲得が順調に進んでいることを示して
います。

256量子ビットシステムの販売と耐障害性アーキテクチャ: 同社は、商業市場向けに
256量子ビットシステムの初の販売を確保したことを発表しました。さらに、世界で
初めて耐障害性量子コンピューティングのための完全なアーキテクチャ設計図を公開
し、この分野におけるリーダーシップを明確にしました。これは、将来的にエラーフ
リーで大規模な量子計算が可能となるシステム構築に向けた具体的な青写真を提供す
るものです。

DARPA HARQプログラムへの選定: 米国防総省の国防高等研究計画局（DARPA）が
推進するHARQ（High-performance, Accelerating, Reconfigurable, Quantum）プログ
ラムに選定されたことは、IonQのモジュール型量子コンピューティングおよびスケ
ーラブルなネットワークアーキテクチャに対する高い技術評価と戦略的意義を示して
います。

Q-Day予測の前倒し: IonQの決算説明会では、NISTが設定している2030年/2035年の
目標よりも早く、2028年から2029年までに量子コンピューターによる暗号解読が可
能となる「Q-Day」の要件を満たすと期待している旨が言及されました。これは、耐
量子暗号への移行の緊急性が高まっていることを示唆しています。



産業・研究上の意味と将来展望

IonQのこれらの発表は、量子コンピューティング市場の急速な成長と実用化への期待を
大きく高めるものです。特に、耐障害性コンピューティングに向けた明確なロードマッ
プと具体的な設計図の提示は、業界全体の発展に大きな影響を与え、他の企業や研究機
関の取り組みを加速させる可能性があります。Forbes Japanを含む一部の金融アナリス
トは、IonQの長期的な成長戦略、特にアルゴリズム量子ビット（AQ）容量の拡大と2量
子ビットゲート忠実度への注力、そして量子ネットワーキングノードを介した統合プラ
ットフォームモデルによって、同社の株価が2040年までに10倍、市場規模が225億ドル
に達する可能性を指摘するなど、非常に強気な見通しを示しています。IonQの成功は、
イオントラップ技術が量子コンピューティングの商業的な実行フェーズへと移行し、金
融市場でその価値が評価されていることを明確に示しており、量子技術が社会にもたら
す変革の具体的な形が見え始めていると言えるでしょう。

元記事: https://www.ionq.com/news/ionq-announces-first-quarter-2026-financial-results

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ionq.com/news/ionq-announces-first-quarter-2026-financial-results


台湾、量子コンピューターのチップ化を本格推進：低温チ
ップとシステム統合が鍵

概要

台湾経済部（経済省）は「量子産業技術推進オフィス」を設立し、量子コンピュータ
ーの「チップ化」に本格的に乗り出すことを発表しました。現在の量子コンピュータ
ーが抱える極低温環境下での巨大な配線系統や装置体積の課題に対し、台湾は半導体

マイクロ波回路や低温制御チップ技術を活用。これにより、配線数を大幅に削減し、
システム全体の体積を現在の3分の1程度に縮小、単位面積当たりの演算効率を大きく
引き上げることを目指しています。チップからシステムまでを統合する能力が、台湾

が量子競争で優位に立つための鍵とされています。

公開日 2026年05月04日  風傳媒 (The Storm Media)  台湾



詳細

背景と量子コンピューターのスケーリング課題

量子コンピューティングは、その革新的な計算能力により、様々な分野に革命をもたら
す可能性を秘めています。しかし、現在の量子コンピューター、特に超伝導量子ビット
方式のものは、極低温環境での動作が必須であり、そのための巨大な希釈冷凍機や、量
子ビットを制御・読み出すための複雑な配線系統が、装置全体の体積を一部屋規模にま
で拡大させる要因となっています。この物理的な制約は、量子ビット数の大規模化（ス
ケーリング）と、それに伴う量子コンピューターの普及を阻む大きな課題です。高性能
な量子コンピューターを小型化し、より実用的なものにするためには、チップレベルで
の集積化とシステム全体の統合が不可欠とされています。

台湾の「チップ化」戦略と技術的アプローチ

量子産業技術推進オフィスの設立: 台湾経済部（経済省）は2026年4月27日に「量子
産業技術推進オフィス」を設立し、量子コンピューターの「チップ化」を国家戦略と
して本格的に推進することを発表しました。これは、台湾が長年培ってきた半導体産
業の強みを量子技術に応用し、国際競争での優位性を確保しようとするものです。

低温チップとシステム統合技術の活用: 台湾は、半導体マイクロ波回路技術と低温制
御チップの専門知識を活用することで、量子コンピューターの配線数を大幅に削減す
ることを目指しています。現在の量子コンピューターの配線は、数百から数千本にも
及びますが、これをチップ上で集積化された低温制御回路に置き換えることで、劇的
な簡素化が期待されます。

システム体積の大幅な縮小と効率向上: これらの技術革新により、システム全体の体
積を現在の3分の1程度にまで縮小できる可能性が示されています。これにより、設
置スペースの削減だけでなく、単位面積当たりの量子ビット密度と演算効率を大きく
引き上げることが可能となり、より実用的な量子コンピューターの実現に貢献しま
す。



産業・研究上の意味と展望

台湾の量子コンピューター「チップ化」戦略は、世界の量子コンピューティング分野に
おける大きな転換点となる可能性があります。既存の半導体製造能力と経験は、量子コ
ンピューターのハードウェア開発における主要な障壁の一つである「スケーラビリテ
ィ」の問題を解決するための強力な資産となります。チップからシステムまでを一体で
設計・製造・統合する能力は、台湾がこの分野で独自のニッチを確立し、世界的な量子
技術のサプライチェーンにおいて重要な役割を果たす鍵となるでしょう。この取り組み
は、量子コンピューターの量産化と、それに伴うコスト削減を実現し、最終的には科学
研究、産業応用、国家安全保障といった広範な領域における量子コンピューティングの
普及を加速させることが期待されます。

元記事: https://japan.storm.mg/articles/1125800

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://japan.storm.mg/articles/1125800


創薬分野における量子コンピューティングの応用と実用化
への道筋

概要

この論文は、創薬分野における量子コンピューティングの応用可能性と、その実用化
に向けた課題および展望を詳細に解説しています。量子コンピューターの基本原理と
量子アルゴリズムを概説し、ドラッグデザインや分子ドッキングシミュレーションと

いった具体的な創薬ユースケースにおける活用動向を紹介。日本の大手製薬企業であ
る中外製薬の取り組みにも触れ、この技術が医薬品開発にもたらす潜在的なインパク
トを強調するとともに、実用化にはエラー訂正、アルゴリズム最適化、人材育成が不

可欠であると結論付けています。

公開日 2026年05月02日  MEDCHEM NEWS (J-Stage)  日本



詳細

背景と期待される役割

現代の創薬プロセスは、候補物質の探索から臨床試験に至るまで、膨大な計算資源と時
間を要します。特に、複雑な分子構造のシミュレーションや、多数の相互作用の中から
最適なものを特定する作業は、従来のスーパーコンピューターでも限界がありました。
量子コンピューティングは、重ね合わせやエンタングルメントといった量子力学特有の
現象を利用することで、これらの計算困難な問題を効率的に解く新たなパラダイムとし
て、創薬分野から大きな期待が寄せられています。

主要な応用分野と課題

創薬分野における量子コンピューティングの具体的な応用は多岐にわたります。主な領
域としては以下の点が挙げられます。

ドラッグデザインの高速化: 量子化学シミュレーションを用いて、分子の電子状態を
より正確に計算し、薬効や副作用を予測するプロセスを加速します。これにより、有
効な候補物質の絞り込みが効率化されます。

分子ドッキングシミュレーションの高度化: 薬剤候補分子が標的タンパク質に結合す
る際の相互作用を量子アルゴリズムで解析し、結合親和性の高い分子を効率的に特定
します。これは、既存薬の改良や新規モダリティの開発に不可欠です。

新素材探索への応用: 医薬品だけでなく、医療機器や診断薬に利用される新素材の特
性予測にも量子シミュレーションが役立ちます。

しかし、実用化には依然として多くの課題が存在します。現在の量子コンピューターは
「ノイズの多い中間スケール量子（NISQ）」デバイスであり、計算エラーが避けられ
ません。大規模かつ信頼性の高い計算を実現するためには、高度な量子エラー訂正技術
の確立が不可欠です。また、量子アルゴリズムの最適化、量子ソフトウェアの開発、そ
して量子化学や創薬の専門知識を持つ人材の育成も重要な課題となっています。



中外製薬の取り組みと展望

日本の大手製薬企業である中外製薬は、量子コンピューティングの創薬への応用可能性
を積極的に探求しています。同社は、量子化学計算や機械学習手法を組み合わせたハイ
ブリッドアプローチに注目し、特定のタンパク質構造に対する薬物結合予測など、具体
的なユースケースにおける量子技術の有効性を検証する実証研究を進めています。中外
製薬のような先進企業の参入は、日本における量子創薬研究の加速と、将来的な実用化
への道筋を示すものとして注目されます。

量子コンピューティングは、その計算能力が完全に発揮されれば、創薬のブレークスル
ーを大きく促進する潜在力を秘めています。今後、ハードウェアの進化、エラー訂正技
術の成熟、アルゴリズムの最適化が進むことで、数年以内には特定の創薬プロセスにお
いて量子優位性が発揮され始め、革新的な医薬品開発に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.jstage.jst.go.jp/article/medchem/36/2/36_104/_article/-char/ja/

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.jstage.jst.go.jp/article/medchem/36/2/36_104/_article/-char/ja/


ゴールドマン・サックス、量子コンピューティングソリュ
ーション開発を一時停止：実用化への道のりを示す事例

概要

かつて「未来の食べ物」として注目された量子コンピューティング技術の金融市場で
の活用が壁に直面し、ゴールドマン・サックスが関連ソリューションの開発組織を解
体したと報じられました。投資ポートフォリオ構成や市場変動性予測といった課題解

決を目指す中で、必要な論理量子ビット数と現在の技術レベルの間に大きな隔たりが
あることが判明。実用的な金融応用には最低800万個の論理キュービットが必要とされ
る一方で、現在の技術では100個未満しか実現できておらず、特定のアルゴリズム実行

には数百万年かかるとの結論に至りました。これは、量子技術の商業化への道のりが
依然として長いことを示唆する重要な事例です。

公開日 2026年05月03日  한국경제 (Korea Economic Daily)  韓国



詳細

背景と金融分野における量子コンピューティングへの期待

金融業界は、複雑な最適化問題、リスクモデリング、資産価格決定、市場変動性予測な
ど、計算負荷の高い課題が山積しています。これらの問題を古典コンピューターで解く
には膨大な時間とリソースが必要であり、量子コンピューティングはこれらの課題に対
して指数関数的な高速化をもたらし、「ゲームチェンジャー」となる可能性を秘めてい
ると期待されていました。特に、投資ポートフォリオの最適化や、複雑な金融商品の価
格付けにおいて、量子アルゴリズムが大きな優位性を発揮すると見られていたため、ゴ
ールドマン・サックスのような大手金融機関も早期からこの技術への投資と研究開発を
進めていました。

ゴールドマン・サックスの組織解体と課題

量子ソリューション開発組織の解体: 韓国経済日報の報道によると、ゴールドマン・
サックスは、量子コンピューティング関連ソリューションの開発組織を解体する決定
を下しました。これは、同社が目指していた投資ポートフォリオ構成や市場変動性予
測といった金融分野での具体的な課題解決において、現在の量子技術が期待されたレ
ベルに達していないと判断したためとされています。

論理量子ビット数のギャップ: 研究の結果、意味のある投資収益率（ROI）を達成す
るためには、最低でも800万個の「論理キュービット」が必要であると結論付けられ
ました。しかし、現在の最先端技術では、安定して動作する論理キュービットは100

個未満しか実現できていません。さらに、商業的に利用可能な量子コンピューターに
は最低1000個以上の論理キュービットが求められるとされています。

アルゴリズム実行時間の問題: この技術的なギャップにより、特定の金融アルゴリズ
ムを現在の量子コンピューターで実行すると、解決までに数百万年という非現実的な
時間がかかるという結論に至りました。これは、量子技術がまだ「ノイズの多い中間
規模量子（NISQ）」段階にあり、耐障害性やスケーラビリティの課題が依然として
大きいことを浮き彫りにしています。



産業・研究上の意味と展望

ゴールドマン・サックスのこの決定は、量子コンピューティングの商業化への道のりが
依然として長く、実用的な応用にはまだ多くの技術的ブレークスルーが必要であること
を示す重要な事例となります。金融業界の他の大手企業、例えばJPモルガン・チェース
などは量子技術への投資を継続しているものの、今回の事例は、過度な期待を抑制し、
技術の現状を理性的に評価する重要性を浮き彫りにしました。この出来事は、量子技術
開発のペースを調整し、より基礎的な研究とエラー訂正技術の確立に注力する必要があ
るというメッセージを業界全体に送る可能性があります。量子コンピューターが真に金
融分野で変革をもたらすには、論理量子ビット数の大幅な増加と、高い忠実度を持つ耐
障害性システムの実現が不可欠であり、これにはまだ数年から十年以上の時間がかかる
と予想されます。

元記事: https://www.hankyung.com/article/2026050328911

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hankyung.com/article/2026050328911


Cisco、量子ネットワーク構築の画期的な「ユニバーサル
量子スイッチ」を発表

概要

Ciscoは、量子ネットワーク構築における根本的な課題を解消する画期的な「Cisco

Universal Quantum Switch」を発表しました。この最新の量子スイッチは、量子情報を
損なうことなく、すべての主要な符号化方式に対応して受信、変換、ルーティングが

行える能力を持ちます。Cisco独自の変換エンジンにより、既存の通信ファイバー上で
室温環境のまま量子情報を保持しながらルーティングできる点が特徴です。これによ

り、量子ネットワークの物理インフラの課題が大きく改善され、広範な導入への道が
開かれると期待されています。

公開日 2026年05月07日  EnterpriseZine  日本



詳細

背景と量子ネットワークの相互運用性課題

量子コンピューティングや量子通信の技術が発展するにつれて、複数の量子デバイスや
ネットワークを相互に接続し、協調動作させる必要性が高まっています。しかし、量子
通信では、光子の偏光、位相、エンタングルメントといった様々な物理的特性を用いて
情報を符号化するため、異なる量子システム間で異なる符号化方式が採用されることが
一般的です。これにより、互換性の問題が生じ、量子ネットワークの構築や相互運用が
複雑になるという根本的な課題がありました。また、量子情報のデリケートな性質上、
その伝送やルーティングには特殊な低温環境や厳密な制御が必要とされ、既存の通信イ
ンフラへの統合が困難であることも普及を妨げる要因でした。

Cisco Universal Quantum Switchの革新的な特徴

全ての主要符号化方式に対応: Ciscoが発表した「Cisco Universal Quantum Switch」
は、これまでになかった画期的な機能を備えています。それは、量子情報を損なうこ
となく、すべての主要な量子符号化方式（例えば、偏光符号化、位相符号化、時間ビ
ン符号化など）に対応して量子信号を受信、変換、そしてルーティングできる能力で
す。これにより、異なるベンダーや研究機関が開発した量子システム間でのシームレ
スな通信が可能になります。

独自の変換エンジン: このスイッチの中核となるのは、Cisco独自の高性能量子変換エ
ンジンです。このエンジンは、受信した量子信号を、ネットワーク内のルーティング
に適した共通の量子言語（量子プロトコル）に変換し、その後、受信側の量子コンピ
ューターが必要とする方式に再変換して送信することができます。この変換プロセス
は、量子状態のデリケートな性質を維持しながら行われます。

室温環境での動作と既存インフラの活用: 従来の量子デバイスの多くが極低温環境を
必要とするのに対し、この量子スイッチは室温環境で動作します。さらに、既存の通
信用光ファイバー上で量子情報を保持しながらルーティングできるため、高価な特殊
インフラを新たに構築する必要がありません。これは、量子ネットワークの導入コス
トと複雑さを大幅に削減する上で極めて重要です。



技術的意義と展望

Cisco Universal Quantum Switchの登場は、量子ネットワークの物理インフラにおける相
互運用性とスケーラビリティの課題を大きく改善するものです。これにより、研究機関
や企業が異なる量子コンピューターや量子通信デバイスを容易に接続し、より大規模で
複雑な量子アプリケーションを開発する道が開かれます。特に、既存の光ファイバーイ
ンフラを有効活用できる点は、グローバルな量子インターネットの構築を加速させる上
で、経済的かつ技術的に大きなメリットとなります。金融機関、政府機関、防衛産業な
ど、最高レベルのセキュリティと効率的なデータ転送を必要とする分野での早期導入が
期待されます。Ciscoのような既存のネットワーキング大手企業がこの分野に本格参入
したことは、量子技術が研究段階から商用化へと移行し、将来の通信インフラの重要な
一部となることを明確に示しています。

元記事: https://enterprisezine.jp/article/detail/24240

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://enterprisezine.jp/article/detail/24240


韓国、銀行主導のKRWステーブルコイン実証実験に耐量
子セキュリティを導入

概要

韓国でiMバンクが主導し、Finger Inc.とカナダの耐量子暗号技術企業BTQが提携して、
韓国初のウォン連動型ステーブルコインの実証実験が開始されました。このプロジェ
クトは、将来的な量子コンピューターによる既存暗号方式の突破リスクに対処するた

め、BTQが開発した耐量子セキュリティ技術「Quantum Secure Stablecoin Settlement

Network（QSSN）」を導入しています。QSSNはポスト量子暗号（PQC）を使用し、
既存の暗号フレームワークとPQCを組み合わせた二重署名構造により、現在の金融シ

ステムとの運用継続性を維持しつつ、将来の高度なサイバー脅威に対する安全性を確
保します。基盤インフラには、高速ブロック生成時間と即時確定性を備えたKaiaメイ
ンネットが採用されています。

公開日 2026年05月07日  Pacific Meta  韓国



詳細

背景とデジタル通貨におけるセキュリティの進化

中央銀行デジタル通貨（CBDC）やステーブルコインといったデジタル通貨の発展は、
世界中の金融システムに新たな変革をもたらそうとしています。これらのデジタル資産
のセキュリティと信頼性を確保することは、その普及と採用において極めて重要です。
特に、将来的に強力な量子コンピューターが出現し、現在広く使われている公開鍵暗号
方式を解読する「Q-Day」の脅威が現実化すると、デジタル通貨の基盤となる暗号技術
が危険にさらされる可能性があります。この潜在的な脅威に備えるため、耐量子暗号
（PQC）技術の導入が不可欠となっています。

韓国初の銀行主導ステーブルコイン実証と耐量子セキュリティ

iMバンク主導の実証実験: 韓国のiMバンクは、Finger Inc.、そしてカナダの耐量子暗
号技術専門企業BTQとの提携を通じて、韓国で初めて銀行が主導するウォン連動型ス
テーブルコインの実証実験を開始しました。これは、デジタル通貨の実用化に向けた
韓国の金融業界の積極的な姿勢を示すものです。

Quantum Secure Stablecoin Settlement Network（QSSN）の導入: このプロジェク
トの中核となるのは、BTQが開発した耐量子セキュリティ技術「Quantum Secure
Stablecoin Settlement Network（QSSN）」です。QSSNは、将来の量子コンピュータ
ーによる既存暗号方式の突破リスクに特に対処するために設計されました。

ハイブリッドな二重署名構造: QSSNは、ポスト量子暗号（PQC）アルゴリズムを導
入するだけでなく、既存の暗号フレームワークとPQCを組み合わせた「二重署名構
造」を採用しています。これにより、現在の金融システムとの円滑な運用継続性を維
持しつつ、同時に将来の高度なサイバー脅威、特に量子攻撃に対する強固な安全性を
確保します。このハイブリッドアプローチは、PQCへの段階的な移行を可能にし、現
在の技術が破られた際の「最悪のシナリオ」に対する保険となります。

Kaiaメインネットの採用: 基盤インフラとしては、高速ブロック生成時間と即時確定
性を特徴とするKaiaメインネットが採用されています。これは、機関投資家や金融機
関の高い決済性能要求に応えるために不可欠な要素です。



産業・研究上の意味と展望

韓国におけるこの銀行主導のステーブルコイン実証実験は、デジタル通貨と耐量子セキ
ュリティの統合における世界的な先駆的な事例となります。これは、金融業界が量子コ
ンピューターの脅威を現実的なリスクとして捉え、具体的な対策を講じ始めていること
を明確に示しています。PQC技術の早期導入は、デジタル通貨の信頼性を高め、その広
範な採用を促進する上で不可欠です。また、ハイブリッドな二重署名構造は、PQCへの
安全かつ段階的な移行戦略のモデルとなる可能性を秘めています。この取り組みは、韓
国がデジタル金融分野におけるイノベーションとセキュリティの両面でリーダーシップ
を発揮しようとしていることを示しており、将来のグローバルなデジタル通貨エコシス
テムにおいて重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://pacific-meta.co.jp/magazine/news/147017/
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日本研究機関が100入力フルスタックアナログ光量子コン
ピューティングプラットフォームを開発

概要

慶應義塾大学、理化学研究所、東京大学、OptQC Corp.などの日本の研究機関が、100

入力のフルスタックアナログ光量子コンピューティングプラットフォームに関する論
文をarXivで発表しました。このプラットフォームは、高スループット、毎秒100メガ

ヘルツのクロック周波数、そしてクラウドベースのインターフェースとオープンソー
スのPython SDK「mqc3」を統合し、アクセス性と操作の柔軟性を大幅に向上させてい
ます。本システムはユニバーサルでプログラム可能なガウス型コンピューティングプ

ラットフォームとして機能し、多入力および多段階の量子テレポーテーション、量子
状態のプログラマブルなルーティングを通じてその能力を包括的に特徴付けていま
す。これは、スケーラブルなアナログ量子情報処理における重要なマイルストーンで

あり、将来の非ガウス型リソース統合と大規模光ニューラルネットワーク開発のため
の堅牢なテストベッドを提供します。

公開日 2026年05月08日  arXiv (慶應義塾大学他)  日本



詳細

背景と光量子コンピューティングの可能性

量子コンピューティングには様々な物理実装方式がありますが、光子を用いる光量子コ
ンピューティングは、光子の高速性、低相互作用、および既存の光通信技術との互換性
から、大規模化と高効率化の点で大きな可能性を秘めています。特に、連続変数（CV）
光量子コンピューティングは、無限次元のヒルベルト空間を利用できるため、古典コン
ピューターでは困難な特定の種類の最適化問題やシミュレーションに強みを持つと期待
されています。しかし、安定した大規模な光量子状態を生成・制御し、実用的な計算プ
ラットフォームとして統合することは、依然として大きな技術的課題でした。

日本研究機関によるフルスタックアナログ光量子プラットフォームの成果

100入力のプラットフォーム: 慶應義塾大学、理化学研究所、東京大学、OptQC Corp.

を含む日本の研究機関の共同チームは、100個の入力に対応するフルスタックアナロ
グ光量子コンピューティングプラットフォームを開発し、その成果をarXivで発表し
ました。これは、連続変数光量子システムにおけるスケーラビリティの重要な進展を
意味します。

高スループットと高速クロック周波数: このプラットフォームは、毎秒100メガヘル
ツ（MHz）という高いクロック周波数で動作し、極めて高スループットな量子情報
処理を可能にします。これにより、実用的なアプリケーションにおける計算時間を大
幅に短縮できる可能性があります。

クラウドベースのインターフェースとオープンソースSDK: アクセシビリティと操作
の柔軟性を高めるため、クラウドベースのユーザーインターフェースとオープンソー
スのPython SDK「mqc3」が統合されています。これにより、世界中の研究者や開発
者が容易にプラットフォームにアクセスし、量子アルゴリズムを設計・実行できるよ
うになります。

ユニバーサルでプログラム可能なガウス型プラットフォーム: 本システムは、ユニバ
ーサルでプログラム可能なガウス型コンピューティングプラットフォームとして機能
します。その能力は、多入力および多段階の量子テレポーテーション、そして量子状
態のプログラマブルなルーティングといった複雑な量子操作を通じて包括的に特徴付
けられています。



技術的意義と展望

この日本の研究機関による成果は、スケーラブルなアナログ量子情報処理における重要
なマイルストーンであり、光量子コンピューティングの実用化に向けた大きな一歩とな
ります。特に、高スループットとクラウドアクセスを組み合わせたことで、量子アルゴ
リズムの研究と開発が加速されることが期待されます。将来的に、このプラットフォー
ムは、非ガウス型リソース（例えば、スクイーズ状態や量子光コーム）の統合を通じ
て、さらに強力な量子計算能力を獲得する可能性を秘めています。また、大規模な光ニ
ューラルネットワークの開発に向けた堅牢なテストベッドとしても機能し、量子機械学
習や複雑な最適化問題への応用を促進するでしょう。日本が光量子技術分野で世界的な
リーダーシップを確立する上で、この成果は重要な基盤を築くものと言えます。

元記事: https://arxiv.org/html/2506.16147v2

収集日: 2026年05月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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IEK産業情報網、日本の次世代通信発展トレンドと量子暗
号技術を分析

概要

台湾のIEK産業情報網は、日本が2030年に向けて6G商業運用を迎える次世代通信の発
展トレンドと主要技術に関する分析を発表しました。記事によると、日本は政策を通
じて研究開発基金の投入、国際標準への参加、アライアンス形成を推進し、通信産業

の発展を支援。生成AIの大規模利用によるデータセンターとサーバーネットワークの
急速な拡大は、計算と伝送による電力需要の急増を引き起こしており、これが通信産
業の懸念材料となっています。日本は「光ネットワーク＋計算能力＋データ」を主要

な発展軸とし、IOWN全光ネットワークや光量子暗号通信などの関連技術が、実験段階
から商業運用段階へと移行していると報告されています。

公開日 2026年05月07日  IEK產業情報網 (IEK Consulting, ITRI)  台湾



詳細

背景と次世代通信の世界的潮流

世界中で5Gの導入が進む一方で、2030年代には6Gが商業運用を開始すると予測されて
おり、次世代通信技術の開発競争が激化しています。特に、生成AIの世界的な大規模利
用は、データセンターやサーバーネットワークの急速な拡大を牽引しており、これに伴
う計算とデータ伝送による電力需要の急増は、通信産業における持続可能性と効率性の
両面で大きな課題となっています。各国は、この電力問題に対処しつつ、より高速、低
遅延、高容量、かつセキュアな通信インフラを構築するための戦略を模索しています。

日本の次世代通信戦略と量子技術の統合

「光ネットワーク＋計算能力＋データ」を軸とした発展: IEK産業情報網の分析による
と、日本は次世代通信の発展において、「光ネットワーク＋計算能力＋データ」を主
要な軸として推進しています。これは、データが生成される場所から処理される場所
までを光で高速かつ低消費電力で接続し、AIによる高度なデータ分析と計算能力を統
合するアプローチを意味します。

IOWN全光ネットワーク: 日本が主導するIOWN（Innovative Optical and Wireless

Network）構想は、ネットワークから端末までを光で接続する全光ネットワーク
（All-Photonics Network）の実現を目指しています。これにより、既存の電子処理に
伴う遅延と電力消費を劇的に削減し、6G時代における超高速・大容量・低遅延通信
の基盤を築きます。IOWNは、量子通信技術との融合も視野に入れています。

光量子暗号通信の進展: 日本は、光子を用いた量子暗号通信（Quantum Key

Distribution, QKD）の研究開発と実証に積極的に取り組んでいます。QKDは、量子力
学の原理に基づいて情報理論的な安全性を保証する暗号鍵配送技術であり、将来の量
子コンピューターによる暗号解読の脅威から通信を保護するために不可欠です。この
技術は、日本の研究機関や主要企業において、すでに実験段階から商業運用段階へと
移行しつつあると報じられています。

衛星および高高度プラットフォーム基地局: 地上ネットワークの補完として、衛星通
信や高高度プラットフォーム（HAPS）基地局などの非地上系ネットワーク（NTN）
技術の開発も進められています。これにより、地理的な制約を受けずに広範囲で通信
サービスを提供し、災害時などのレジリエンス強化にも貢献します。



産業・研究上の意味と展望

IEK産業情報網によるこの分析は、日本が次世代通信の発展において、量子暗号通信を
含む先端技術を国家戦略として強力に推進していることを示しています。電力消費の削
減とセキュリティ強化という喫緊の課題に対し、光技術と量子技術を統合するアプロー
チは、世界的に見ても先駆的です。日本の研究機関や企業がこれらの技術を実験段階か
ら商業運用段階へと移行させていることは、国際的な競争力を高め、将来のグローバル
な通信インフラ構築において重要な役割を果たす可能性を秘めています。特に、量子コ
ンピューターが現在の暗号技術を脅かす「Q-Day」が近づく中、光量子暗号通信のよう
な量子セキュアな通信手段の導入は、日本のデジタルインフラのレジリエンスを強化
し、安全な情報社会の実現に不可欠となるでしょう。

元記事: https://ieknet.iek.org.tw/iekrpt/rpt_more.aspx?

actiontype=rpt&indu_idno=2&domain=10&rpt_idno=983082942
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